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馬たちの大パレード

　

コ
ス
タ
リ
カ
で
一
番
大
き
な
祭
り
は「
エ

ル
・
ト
ペ
」
と
呼
ば
れ
る
馬
の
祭
り
。
ク

リ
ス
マ
ス
翌
日
の
26
日
に
、
国
内
各
地
で

開
か
れ
る
。
首
都
サ
ン
ホ
セ
に
は
、
全
国

の〝
馬
自
慢
〞た
ち
が
馬
を
連
れ
て
集
ま
り
、

そ
の
数
は
数
千
頭
に
も
上
る
。
開
放
さ
れ

た
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
は
馬
が
ひ
し
め

き
合
い
、
沿
道
は
数
千
人
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。

　

パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
る
馬
の
タ
イ
プ
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
気
品
に
満
ち
た
白
馬
や
農

作
業
で
活
躍
す
る
馬
、
ま
た
、
伝
統
的
な

衣
装
に
身
を
ま
と
っ
た
馬
も
い
る
。
カ
ウ

ボ
ー
イ
姿
の
馬
乗
り
た
ち
は
、
小
刻
み
に

ス
テ
ッ
プ
し
た
り
、
大
き
く
足
を
上
げ
て

み
た
り
、
横
歩
き
を
し
た
り
と
、
エ
レ
ガ

ン
ト
に
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
見
せ
、
観
衆
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ
る
。

　

ロ
バ
に
跨
る
子
ど
も
や
水
牛
な
ど
も
登

場
し
て
人
々
を
楽
し
ま
せ
る
。
一
日
中
音

楽
が
鳴
り
響
き
、「
テ
ィ
カ
・
リ
ン
ダ（
ミ
ス
・

コ
ス
タ
リ
カ
）」
が
、
ま
ぶ
し
い
ば
か
り
の

笑
顔
で
登
場
す
る
の
も
、「
テ
ィ
コ
（
コ
ス

タ
リ
カ
男
性
）」
の
楽
し
み
の
一
つ
だ
。
パ

レ
ー
ド
は
午
後
１
時
ご
ろ
、
パ
セ
オ
・
コ

ロ
ン
通
り
か
ら
ア
ヴ
ェ
ニ
ー
ダ
・
セ
グ
ン

ダ
の
区
間
の
約
６
キ
ロ
を
行
進
す
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
植
民
地
時
代
よ
り
、
農
業
国

と
し
て
馬
を
大
切
に
し
て
き
た
コ
ス
タ
リ

カ
。
当
時
か
ら
馬
の
レ
ー
ス
で
騎
手
が
技

術
を
競
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
れ
が
現
在

の
祭
り
に
発
展
し
た
。

コスタリカ
COSTA RICA



春夏秋冬

特集　

馬たちの大パレード　コスタリカ

鉄道物語

Contents

02

04

DECEMBER 2010 No.27

編集・発行／独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency : JICA

ゲンバの風16 五十嵐 英晴　JICA専門家

地球号の子どもたち24 “店員さん”に扮してユニバーサルデザインを体験！　東京都江東区立第六砂町小学校

JICA STAFF28

PLAYERS

国際協力 鉄道すごろく

18 安全第一の精神を途上国へ　東京メトロ

地域と世界のきずな  “宇部方式”で地域の環境を守ろう　山口県宇部市 

20

22

サンフレッチェ広島と
なんとかしなきゃ！

26

ジャボタベック鉄道を交通の大動脈に　インドネシア
国境をつなぐ架け橋　カザフスタン

MONO語り ごみ山の女性たちを守るエコバッグ39
私のなんとかしなきゃ！ 鈴木 重子　ヴォーカリスト40

ネパール

イチオシ！30

地球ギャラリー

自然神を鎮める祭り
31

本・映画・イベント
JICA UPDATE29

日本の鉄道に運営と維持管理を学びたい　トルコ

小泉 幸弘　経済基盤開発部 運輸交通・情報通信第一課

ニッポンから世界へ

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development

インドネシアに走る元東京メトロ
の東西線5000系。日本での役
割を終えた車両が海を渡り、今は
新天地で活躍している。

表紙  ○ｃ 塩塚陽介



December 2010                         0405                         December 2010

　

日
本
か
ら
は
る
か
6
０
０
０
キ
ロ
―
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
を
、
見
覚

え
の
あ
る
日
本
の
列
車
が
駆
け
抜
け
る
。
何
と

も
不
思
議
な
光
景
だ
が
、日
本
同
様
〝
市
民
の
足
〞

と
し
て
、
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。

　

行
き
先
に
は
日
本
語
で
「
回
送
」
の
表
示
。

車
内
に
乗
り
込
む
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
家
族

連
れ
な
ど
大
勢
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
ご
っ
た

返
し
て
い
る
。
日
本
で
の
使
命
を
終
え
た
車
両

の
中
に
は
、
こ
こ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
で
な
く
、

タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
な
ど
、
海
を
渡
り
活
躍
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
整
備
が
行
き
届
い
て
い
る
日
本
の
車

両
は
、
海
外
で
は
ま
だ
ま
だ
現
役
。
そ
も
そ
も

頑
丈
で
壊
れ
に
く
く
、
開
発
途
上
国
か
ら
の
ニ

ー
ズ
も
高
い
そ
う
だ
（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　

毎
日
の
通
勤
や
通
学
、
旅
行
な
ど
、
今
や
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
と
な
っ

て
い
る
鉄
道
―
。
日
本
に
は
、
時
速
３
０
０
キ

ロ
で
走
る
新
幹
線
か
ら
、通
勤
電
車
、路
面
電
車
、

貨
物
列
車
、
地
下
鉄
、
さ
ら
に
は
モ
ノ
レ
ー
ル

な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
鉄
道
車
両
が
走
っ
て

い
る
。

　

日
本
に
初
め
て
鉄
道
が
敷
か
れ
た
の
は
明
治

５
年
（
１
８
７
２
年
）。
幕
末
に
欧
米
か
ら
鉄
道

模
型
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

日
本
初
の
旅
客
列
車
が
新
橋
〜
横
浜
間
で
営
業

を
開
始
し
た
。

　

そ
ん
な
日
本
の
鉄
道
が
劇
的
に
変
化
し
た
の

が
１
９
６
０
年
代
。「
戦
後
復
興
が
進
む
中
で
、

ヒ
ト
と
モ
ノ
の
移
動
が
急
激
に
増
え
、
東
海
道

本
線
の
輸
送
力
が
限
界
に
達
し
て
い
た
」
と
、

財
団
法
人
運
輸
政
策
研
究
機
構
運
輸
政
策
研
究

所
の
森
地
茂
所
長
は
話
す
。
そ
こ
で
登
場
し
た

の
が
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
〝
新
幹
線
〞。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
前
に
、
ア
ジ
ア
の
国

が
世
界
に
先
駆
け
て
超
特
急
「
東
海
道
新
幹
線
」

を
整
備
し
た
こ
と
は
、
欧
米
諸
国
を
驚
か
せ
た
。

　

そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
東
京
、

大
阪
な
ど
の
大
都
市
圏
を
中
心
に
都
市
鉄
道
が

急
速
に
発
達
。
現
在
で
は
、
日
本
国
内
の
鉄
道

営
業
総
延
長
距
離
は
約
２
万
７
５
０
０
キ
ロ
、

利
用
者
は
年
間
約
２
２
０
億
人
に
も
達
す
る
。

　

日
本
の
鉄
道
の
強
み
は
、
単
に
全
国
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
鉄
道
網
だ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち

市
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
安
全
性
や
定
時

性
、
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ど
れ
も
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
こ
れ
も
、Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
と
い

っ
た
鉄
道
事
業
者
が
日
々
重
ね
て
き
た
努
力
の

た
ま
も
の
だ
。

途
上
国
の
人
々
を
運
ぶ

回
送
列
車 

―海を渡る日本の列車―
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明
治
、
昭
和
、
平
成
と
、
時
代
を
越
え
て

鉄
道
を
発
達
さ
せ
て
き
た
日
本
。
そ
し
て
今
、

開
発
途
上
国
で
も
、
鉄
道
を
含
む
運
輸
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
、
経
済
発
展
の
カ
ギ
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
「
途
上
国
の
中
に
は
、
石
油
や
石
炭
、
鉱
物

な
ど
、
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
国
も
多

い
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
ラ
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
」
と
、森
地
所
長
は
指
摘
す
る
。

イ
ン
フ
ラ
が
な
い
か
ら
資
源
が
運
べ
な
い
、

資
源
が
運
べ
な
い
か
ら
経
済
が
停
滞
し
て
し

ま
う
。
ま
さ
に
輸
送
手
段
が
な
い
こ
と
が
、

悪
循
環
の
根
本
的
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

ま
た
、
途
上
国
で
鉄
道
の
導
入
が
急
が
れ

る
も
う
一
つ
の
理
由
に
、
都
市
化
へ
の
対
応

が
あ
る
。「
豊
か
に
な
れ
ば
、
社
会
で
は
〝
移

動
の
欲
求
〞
が
生
ま
れ
ま
す
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
人
々
は
経
済
活
動
の
盛
ん
な
都
市

に
流
れ
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
増
え
た
人
口

の
移
動
手
段
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
」。
実
際
に
、
急
速
な
発
展
が
進
む
多
く
の

都
市
で
は
、
慢
性
的
に
交
通
渋
滞
が
発
生
。

大
量
の
排
気
ガ
ス
が
環
境
へ
与
え
る
負
の
影

響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
「
国
内
で
７
０
０
キ
ロ
移
動
す
る
場
合
、
日

本
で
は
６
〜
７
割
の
人
が
鉄
道
を
利
用
し
ま

す
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
を
見
て
み
る
と
、
８

割
近
く
が
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
。
同

じ
先
進
国
で
も
対
照
的
で
す
」。
国
や
地
域
に

よ
っ
て
、
適
し
た
運
輸
交
通
手
段
に
は
違
い

が
あ
る
。

　

鉄
道
社
会
の
〝
日
本
型
〞
と
、
車
社
会
の

〝
ア
メ
リ
カ
型
〞―
。

　
「
ア
ジ
ア
は
都
市
が
連
担
し
、
人
口
規
模
・

密
度
が
高
く
、
日
本
と
街
の
構
造
が
似
て
い

ま
す
。
狭
い
空
間
を
日
常
的
に
多
く
の
人
が

移
動
す
る
た
め
に
は
、
車
中
心
の
生
活
で
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。
鉄
道
が
最
適
な
の
で
す
」

と
森
地
所
長
は
分
析
す
る
。

日
本
型
と
ア
メ
リ
カ
型

ど
ち
ら
に
向
か
う
の
か
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し
か
し
、
鉄
道
の
導
入
に
は
莫
大
な
時
間

と
お
金
が
か
か
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
東
海
道
新
幹
線
も
一
部
が
世
界
銀
行

の
融
資
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
。
そ
れ
故

に
、
日
本
が
鉄
道
の
普
及
を
必
要
と
し
て
い

る
途
上
国
を
支
援
す
る
こ
と
は
〝
国
際
社
会

へ
の
恩
返
し
〞
と
も
言
え
る
の
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
〝
鉄
道
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
〞
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
韓
国
や
中
国
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

な
ど
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
国
々
で
、
鉄

道
の
整
備
に
協
力
し
て
き
た
。「
計
画
段
階
か

ら
建
設
に
至
る
ま
で
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
調

査
、
円
借
款
な
ど
を
通
じ
て
、
一
連
の
プ
ロ

セ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
強
み
で
す
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
経
済
基
盤
開
発

部
運
輸
交
通
・
情
報
通
信
第
一
課
の
小
泉
幸

弘
課
長
。
ま
た
ハ
ー
ド
面
の
み
な
ら
ず
、
開

業
に
当
た
っ
て
必
要
な
組
織
体
制
や
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
鉄
道
事
業
者
や
技
術
者
の
人
材

育
成
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
ま
で
、
総
合
的
な

支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　

最
近
の
新
し
い
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
２
０
１
０
年
6
月
に
日
本
政
府

が
打
ち
出
し
た
「
新
成
長
戦
略
」。
こ
れ
を
受

け
、
ア
ジ
ア
な
ど
で
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
が
活
発

化
し
て
い
る
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
で
検
討
さ
れ

て
い
る
〝
日
本
型
新
幹
線
〞
の
導
入
に
対
し

て
期
待
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
大

島
賢
三
副
理
事
長
が
中
心
と
な
り
「
開
発
途

上
国
に
お
け
る
鉄
道
分
野
の
国
際
協
力
に
関

す
る
研
究
会
」
を
設
立
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ほ
か
、

関
係
省
庁
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、Ｊ
Ｒ
東
日
本

や
東
京
メ
ト
ロ
な
ど
鉄
道
事
業
者
が
一
堂
に

会
し
、
積
極
的
な
連
携
に
向
け
た
指
針
を
作

成
中
だ
。
小
泉
課
長
は
「
官
民
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
フ
ル
に
活
用
し
な
が
ら
、
現
場
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
日
本
に
し
か
で
き
な
い

〝
途
上
国
に
根
差
し
た
〞
支
援
を
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。
現
在
進
行
中
の
「
パ
ッ

ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
に
向
け
た
市

場
調
査
（
都
市
鉄
道
編
）」
も
そ
の
一
つ
。
日
本

の
都
市
鉄
道
の
特
性
を
調
査
・
整
理
し
た
上

で
、
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
を
対
象
に
、
鉄
道

事
業
の
国
際
展
開
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。

　

今
こ
の
瞬
間
も
、
多
く
の
人
々
の
力
に
よ

り
、
安
心
・
安
全
な
運
行
を
続
け
る
ニ
ッ
ポ

ン
の
鉄
道
。
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
強
力
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
み
に
、
さ
ら
な
る
世

界
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

フィリピンの首都マニラ。都市化が進み、朝と夕方のラッシュ時には交通渋滞が慢性化している ○c 今村健志朗

in ベトナム

週末は、家族で行楽列車に

ホーチミン市で建設予定の1号線（イメージ図）

鉄道で快適な都市づくりを

　この国の鉄道史に最初に名を刻んだのは「ヒ
ジャーズ鉄道」。オスマン帝国末期の20世紀初
頭、ダマスカスからイスラム教の聖地メディナへ
向かう巡礼鉄道として敷設されたのが始まり
だ。第一次世界大戦で多くの路線が破壊された
が、一部の区間は戦後に復旧。1952年以降は
「ヨルダン・ヒジャーズ鉄道」として運営されて
きた。しかし利用者が少なく、2008年春には旅
客列車がすべて廃止されてしまった。
　しかしうれしいことに09年10月から、週末限
定ではあるが、日帰りの“行楽列車”が運転され
るようになった。首都アンマンから国際空港に
近いジーザまでの約30キロを2時間かけてゆっ
くり走る。運賃は大人が3ヨルダン・ディナール
（約400円）で、“週末のお出掛け”にはお手頃
な値段。出発は朝9時。車内はたくさんの家族
連れでにぎわう。到着後は駅構内で弁当を食べ
るなどして過ごし、午後4時ごろ、アンマンに戻
ってくる行程だ。
　他方、50年代から使われていた蒸気機関車も
保存されており、運が良ければ年に数回、チャー
ター列車をひく姿が見られる。そして何と、半世
紀前に輸入された日本製の蒸気機関車も健在。
日本風デザインの蒸気機関車が荒涼とした中東
の風景の中を走る様子は感動的だ。
　そして現在、国家プロジェクトの一環で、隣接
国のシリア、イラク、サウジアラビアと“鉄道ネッ
トワーク”を形成するという壮大な構想がある。
ヨルダンが国際貨物輸送のハブ機能を果たすこ
とが目標。しかし、ヒジャーズ鉄道は開業時に
1,050ミリという狭いレール幅を採用しており、
国際的な鉄道ネットワークにするためには、日本
の新幹線が開業時に行ったように、標準規格
（1,435ミリ）の線路を新設する必要がある。こ
の構想を実現するには、周辺国の鉄道整備と合
わせて、機運を高めていかなければならない。

首都アンマンのモスクのそばを走る行楽列車

from ヨルダン

　ハノイとホーチミンの二大都市を結ぶ「高速鉄
道」の建設計画が話題になる一方、「都市鉄道」
の必要性も急速に高まっているベトナム。経済成
長と人口増加に伴い、都市部ではバイクや自動車
の交通量が急増し、渋滞の慢性化や事故の多発、
大気汚染などが深刻な問題となっているのだ。
　公共交通機関を整備し、安全で快適な都市づく
りを―。ベトナム政府のこの方針に対して、JICA
はハノイ・ホーチミン市の両都市で交通計画の策
定を支援。さらにその結果を基に、現在は環境に
も優しい鉄道建設を中心とした都市開発の“総合
的”な支援を進めている。
　ハノイ市では、街の中心部を通る1・2号線の建
設が円借款を通じて開始予定。また、駅周辺地

域の都市開発方針を策定する支援も進めている。
さらに、都市鉄道との乗り継ぎをスムーズにし、
利便性を高めるため、バスを中心とした公共交通
管理の行政能力を強化する技術協力も始まる予
定だ。
　一方、ホーチミン市では、円借款による1号線の
建設が近く開始される。また、都市鉄道の運営会
社を立ち上げ、鉄道事業を円滑に運営するための
ノウハウを移転する技術協力をまもなく開始す
る。両都市とも、ベトナム鉄道事業の関係者を日
本に招き、国土交通省やJR東日本、東京メトロな
どで、都市鉄道の設計・工事の手法や運営・維持
管理などについて伝える人材育成も行い、相乗効
果を上げている。

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ま
で

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
支
援
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ジ
ャ
カ
ル
タ
の
朝
は
早
い
。
６
時
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
・

コ
タ
駅
に
、
満
員
の
通
勤
電
車
が
ゴ

ト
ゴ
ト
と
音
を
立
て
て
到
着
す
る
。

ド
ア
が
開
く
や
い
な
や
、
大
勢
の
乗

客
が
ホ
ー
ム
に
ど
っ
と
飛
び
出
し
て

き
た
。

　
「
以
前
は
激
し
い
渋
滞
の
中
、
車
で

２
時
間
以
上
か
け
て
通
勤
し
て
い
ま

し
た
が
、
運
転
本
数
が
増
え
て
か
ら

は
電
車
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
に
住
む
女
性

会
社
員
の
ア
ニ
ン
ジ
ャ
・
テ
ィ
ア
ス

さ
ん
。「
お
か
げ
で
通
勤
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
会
社
に
遅
刻
し
な
い
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
喜
ぶ
。

　

毎
年
６
％
前
後
の
経
済
成
長
率
を

記
録
し
、
安
定
し
た
発
展
を
続
け
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ

は
、
商
業
施
設
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
き
、
人

口
は
周
辺
都
市
圏
を
含
め
る
と
２
０

０
０
万
人
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。

人
々
の
移
動
手
段
は
、
バ
イ
ク
、
車
、

タ
ク
シ
ー
、
乗
り
合
い
ミ
ニ
バ
ス
な

ど
の
道
路
交
通
が
中
心
。
通
勤
通
学

の
ピ
ー
ク
の
時
間
帯
と
も
な
れ
ば
、

〝
ジ
ャ
カ
ル
タ
名
物
〞
と
も
揶
揄
さ
れ

る
大
渋
滞
に
陥
る
。

　

そ
ん
な
〝
パ
ン
ク
寸
前
〞
の
都
市

交
通
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
が
１
９
８
０
年
代
か

ら
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
郊
外
と
首
都
圏
を
結
ぶ
鉄
道
網

「
ジ
ャ
ボ
タ
ベ
ッ
ク
鉄
道
」※
の
整
備

だ
。
道
路
交
通
事
情
が
急
速
に
悪
化

す
る
一
方
で
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
着
実
に
、
鉄
道
網
を
広
げ
て
き
た
。

84
年
当
時
、
５
万
人
強
に
過
ぎ
な
か

っ
た
鉄
道
利
用
客
は
、
２
０
１
０
年

現
在
で
約
36
万
人
に
ま
で
拡
大
。
今

で
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
交
通
の
一
端

を
担
う
、
重
要
な
移
動
手
段
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
30
年
近
く
に
わ

た
り
支
え
て
き
た
の
が
日
本
だ
。
81

年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
大
都

市
圏
鉄
道
輸
送
計
画
調
査
」
を
実
施

し
、
駅
や
線
路
、
信
号
機
な
ど
、
老

朽
化
し
て
い
た
既
存
施
設
の
改
善
策

を
提
案
し
た
。
さ
ら
に
、
改
善
策
を

基
に
計
画
さ
れ
た
「
ジ
ャ
ボ
タ
ベ
ッ

ク
圏
鉄
道
近
代
化
事
業
1
〜
9
」
に

対
し
て
円
借
款
を
供
与
。
車
両
の
調

達
、
電
化
、
複
線
化
、
自
動
信
号
化
、

高
架
化
、
通
信
設
備
の
整
備
、
車
両

基
地
の
新
設
な
ど
、
都
市
鉄
道
の
運

営
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
を
ト
ー
タ

ル
で
構
築
し
て
き
た
。

　
「
な
ん
だ
か
見
た
こ
と
の
あ
る
車
両

だ
な
…
」

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
・
コ
タ
駅
に
入
っ
て

く
る
電
車
を
眺
め
て
い
た
ら
、
ふ
と

そ
ん
な
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
う
、

こ
れ
ら
の
車
両
は
、
は
る
ば
る
海
を

渡
っ
て
き
た
日
本
製
の
車
両
。
東
京

メ
ト
ロ
、
都
営
地
下
鉄
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

東
急
電
鉄
な
ど
、
こ
れ
ま
で
日
本
人

通
勤
客
の
足
と
な
っ
て
き
た
車
両
の

数
々
が
、
こ
こ
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
再
び

脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
一
つ
、
元
東
急
８
５
０
０
系

に
乗
り
込
み
、
南
へ
約
30
キ
ロ
の
町
・

デ
ポ
ッ
ク
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

赤
道
直
下
の
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

日
差
し
は
強
烈
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、

冷
房
が
効
い
た
車
内
は
快
適
。
壁
に

は
「
優
先
席
」
を
示
す
緑
色
の
マ
ー

ク
が
日
本
語
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
上
り
坂
に
入
り
、

高
架
上
の
レ
ー
ル
を
走
り
始
め
た
。

車
窓
か
ら
は
、
渋
滞
す
る
道
路
の
様

子
も
見
え
る
。

　
「
高
架
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
渋
滞

の
原
因
で
も
あ
っ
た
こ
の
辺
り
の
踏

切
を
す
べ
て
撤
去
し
ま
し
た
。
事
故

も
減
っ
て
安
全
性
は
大
き
く
向
上
し

て
い
ま
す
」

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
交
通
事
情
に
詳
し

い
靱
尚
太
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
に
よ
れ

ば
、
円
借
款
に
よ
る
鉄
道
シ
ス
テ
ム

の
整
備
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
圏
に

大
変
革
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
か

つ
て
１
時
間
に
１
本
し
か
な
か
っ
た

運
転
本
数
も
、
高
架
化
や
電
化
、
信

号
シ
ス
テ
ム
の
改
良
な
ど
に
よ
り
「
今

で
は
10
〜
15
分
に
１
本
を
運
行
で
き
、

鉄
道
が
市
民
の
足
と
し
て
定
着
し
ま

し
た
」。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
問
題
も
抱
え

て
い
た
。
途
中
駅
に
停
車
中
の
と
き

〝
ジ
ャ
カ
ル
タ
名
物
〞

  

大
渋
滞 

市
民
の
足
と
し
て
定
着

交
通
事
情
に
大
変
革

通勤ラッシュの時間帯ともなると、エコノミークラスの列車は異常な混雑に見舞われる。ピークを過ぎ
ると、大きな荷物を抱えた売り子が飛び乗り、威勢の良い声で果物やお菓子、日用品などを販売する
光景も見られる

※都市圏と呼ばれる４地域（Jakarta、Bogor Tangerang Bekasi）
の頭文字を取って名付けられた。

バイクや自動車で埋め尽くされるジャカルタ都市圏。登
録車両数は年々増え続け、98％を道路交通に依存し
ているともいわれる

撮影 ： 久野真一

や　

ゆ

う
つ
ぼ

円借款によって2008年に完成した、
デポック車両基地の整備庫に入線す
る元東京メトロ7000系

ジャボタベック鉄道を
交通の大動脈に
都市交通問題が深刻なインドネシア・ジャカルタ都市圏。
人口２,０００万を超えるこの巨大な街で、道路に頼らない都市交通を実現しようと、
日本は30年近くにわたり鉄道整備を支援してきた。
今、疾走する日本の車両とともに、その成果が徐々に実りつつある。

ジャカルタ

from INDONESIA
インド ネ シ ア

ジャカルタ ボゴール タンゲラン ブカシ
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の
こ
と
。
反
対
路
線
に
入
っ
て
き
た

古
び
た
列
車
に
目
を
や
る
と
、
開
い

た
ま
ま
の
ド
ア
か
ら
体
が
は
み
出
し

て
い
る
人
、
屋
根
の
上
に
陣
取
る
人

な
ど
、「
満
員
」
と
い
う
言
葉
で
は
表

現
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
大
勢
の
人
が

〝
乗
っ
て
〞
い
る
で
は
な
い
か
―
。

　
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
」
に
ラ
ン
ク

さ
れ
る
こ
の
列
車
に
は
、
冷
房
も
、

ド
ア
も
、
な
い
。
自
動
ド
ア
や
冷
房

が
完
備
さ
れ
た
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

と
比
べ
、
運
賃
は
約
６
分
の
１
。
そ

の
た
め
か
、
車
内
は
〝
庶
民
〞
で
瞬

く
間
に
超
満
員
と
な
り
、
乗
り
切
れ

な
い
者
は
危
険
を
承
知
で
列
車
の
側

面
や
屋
根
の
上
に
席
を
見
つ
け
る
し

か
な
い
。
こ
う
し
た
実
情
に
、
ジ
ャ

ボ
タ
ベ
ッ
ク
鉄
道
を
運
行
す
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
鉄
道
会
社（
Ｐ
Ｔ
．Ｋ
Ａ
Ｉ
）

も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
乗
客
の
落

下
事
故
や
感
電
死
が
た
び
た
び
発
生

し
て
い
る
の
だ
。
最
大
の
原
因
は
、

絶
対
的
な
車
両
不
足
。
定
期
的
に
日

本
の
車
両
な
ど
を
入
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
乗
客
の
増
大
に
車
両
数
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
今
後
の
大
き
な

課
題
だ
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
・
コ
タ
駅
を
出
発
し

て
約
30
分
。
デ
ポ
ッ
ク
駅
で
下
車
し
、

「
デ
ポ
ッ
ク
車
両
基
地
」
を
訪
れ
た
。

奥
に
入
る
と
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
に
塗

り
替
え
ら
れ
た
日
本
の
車
両
も
ず
ら

り
と
並
ん
で
い
る
。
総
面
積
は
約
26

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
夜
間
な
ど
に
車
両
を

留
置
し
て
お
く
線
路
や
、
車
両
の
点

検
・
整
備
・
洗
浄
設
備
な
ど
が
完
備

さ
れ
た
、
東
南
ア
ジ
ア
最
大
級
の
施

設
だ
。
設
計
や
設
備
な
ど
に
、
日
本

の
車
両
基
地
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
多
く
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
以
前
は
基
地
の
数
が
足
り
ず
、
整

備
で
き
な
い
車
両
を
運
休
さ
せ
る
ケ

ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
は
全
車
両
を
定
期
的
に
点
検
・
整

備
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
列
車
の
運

行
も
安
定
し
て
き
ま
し
た
」
と
、
整

備
士
歴
30
年
の
タ
ウ
リ
ッ
プ
さ
ん
。

「
日
本
の
車
両
は
丈
夫
で
壊
れ
な
い

上
、
保
守
側
の
視
点
に
立
っ
た
設
計

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
し
や
す
い
ん
で
す
」。

　

車
両
基
地
を
後
に
し
て
再
び
デ
ポ

ッ
ク
駅
へ
。
そ
こ
か
ら
列
車
に
乗
り
、

終
点
の
ボ
ゴ
ー
ル
駅
に
向
か
っ
た
。

今
度
は
、〝
あ
の
〞
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
の
車
両
。
昼
下
が
り
の
車
内
は
ラ

ッ
シ
ュ
時
の
喧
騒
と
打
っ
て
変
わ
り
、

の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
が
漂
う
。

　

円
借
款
に
よ
っ
て
91
年
に
複
線
化

さ
れ
た
こ
の
ボ
ゴ
ー
ル
線
。
一
日
の

運
行
本
数
は
片
道
で
約
85
本
、
利
用

者
数
は
８
万
人
に
上
る
。
高
速
道
路

に
次
ぐ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
中
心
部
へ
の

交
通
の
大
動
脈
と
し
て
、
今
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　

円
借
款
を
中
心
に
数
多
く
の
鉄
道

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
き
た
と
同
時

に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
鉄
道
の
運
営
能
力
を

向
上
さ
せ
る
〝
ソ
フ
ト
面
〞
の
支
援

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

車
両
や
設
備
の
導
入
だ
け
で
な
く
、

運
転
、
保
守
、
管
理
と
い
っ
た
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、
安
全
な
運
行
は
不
可
能

だ
か
ら
だ
。
そ
の
代
表
例
が
、
92
〜

97
年
の
「
鉄
道
職
員
教
育
訓
練
シ
ス

テ
ム
近
代
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
鉄
道

の
運
営
や
保
守
に
関
す
る
職
員
教
育

の
シ
ス
テ
ム
を
Ｐ
Ｔ
．Ｋ
Ａ
Ｉ
な
ど
に

導
入
す
る
た
め
、
日
本
か
ら
専
門
家

を
派
遣
し
、
指
導
員
の
養
成
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
を
使
っ
た
実
務
訓
練
の
手
法
な
ど

を
伝
え
て
き
た
。

　

ま
た
04
年
か
ら
は
、「
鉄
道
運
営
に

係
る
安
全
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
。
頻
発
す
る
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
た
め
、Ｐ
Ｔ
．Ｋ
Ａ
Ｉ
な
ど

の
鉄
道
事
業
者
を
指
導
・
監
督
す
る

運
輸
省
鉄
道
総
局
に
対
し
、
安
全
や

運
行
管
理
の
強
化
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
組
織
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

現
在
、
鉄
道
総
局
や
Ｐ
Ｔ
．Ｋ
Ａ
Ｉ
の

重
役
の
中
に
は
、
旧
国
鉄
時
代
の
日

本
の
鉄
道
経
営
を
学
ん
だ
者
も
い
る
。

　

こ
う
し
た
協
力
を
通
じ
て
、
鉄
道

運
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
育
ち
始

め
て
い
る
。
鉄
道
総
局
車
両
安
全
局

の
ヘ
ル
マ
ン
ト
・
ド
ィ
ア
モ
コ
局
長

も
そ
の
一
人
だ
。「
日
本
に
行
っ
た
の

は
83
年
。
そ
の
時
に
見
た
日
本
の
車

掌
や
整
備
士
の
真
面
目
な
仕
事
ぶ
り

が
、
私
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
」

と
振
り
返
る
。「
か
つ
て
ジ
ャ
ボ
タ
ベ

ッ
ク
鉄
道
は
、
都
市
鉄
道
と
し
て
運

行
し
て
い
く
た
め
の
車
両
も
設
備
も

ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
に
よ

る
支
援
が
な
か
っ
た
ら
、
今
の
姿
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
よ
り
多
く
の

人
々
を
安
全
に
運
ぶ
た
め
に
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
人
材
育
成
な
ど
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」。

　

他
方
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
中
心
部
で
は

２
０
１
６
年
の
開
業
を
目
標
に
地
下

鉄
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
円
借
款
に
よ
る
「
ジ
ャ
カ
ル
タ

都
市
高
速
鉄
道
事
業
」。
ジ
ャ
ボ
タ
ベ

ッ
ク
鉄
道
の
駅
と
地
下
鉄
が
接
続
す

る
こ
と
で
、
現
状
で
は
道
路
し
か
な

い
中
心
部
へ
の
移
動
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
の
が
目
的
だ
。
完
成
す
れ
ば
、

さ
ら
な
る
渋
滞
緩
和
に
つ
な
が
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
の
支
援
の
最
大
の
成
果
は
、

鉄
道
が
信
頼
で
き
る
乗
り
物
と
し
て
、

広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
」
と
靱
専
門
家
。「
日
本
の
車
両
が

走
っ
た
か
ら
こ
そ
、
鉄
道
が
快
適
か

つ
安
全
で
、
一
度
に
大
量
の
人
を
運

べ
る
、
優
れ
た
交
通
手
段
で
あ
る
こ

と
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
人
々
が
気
付
い

た
ん
で
す
」。

　

ジ
ャ
ボ
タ
ベ
ッ
ク
鉄
道
に
送
り
込

ま
れ
た
日
本
の
鉄
道
の〝
技
〞と〝
知
〞。

今
日
も
こ
こ
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
人
々
の

足
と
な
り
、
レ
ー
ル
音
を
刻
み
続
け

て
い
る
。

鉄
道
運
営
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
て
る

日
本
の
知
見
が
生
き
た

東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
車
両
基
地

ペ
ー
テ
ー
・
ケ
ー 「ジャカルタの鉄道のことなら任せてください」。靱専門家

は、現在、ジャカルタ地下鉄整備のアドバイザーを務める

東南アジア最大級の広さと設備を誇るデポック車両基地。鉄道需要の拡大によって車
両整備の重要性がますます高まる中で、同基地が果たす役割は大きい

「鉄道が定着しつつあるとはいえ、ジャカルタの交通全体に占める利用率は
まだ数パーセント。当面は10％程度まで引き上げることを目標に、輸送量を
強化していきたい」と、鉄道総局車両安全局のヘルマント局長

女性専用車両は、女性客から「安全で快適」と好評だ。日本の取り組みに倣い、2010年から新しく導入された

　ボゴール駅に到着すると、駅の一角で５～６人の青年たちが
デジタルカメラの画像を自慢し合っていた。「今度新しく導入され
た東京メトロ05系です！」。彼らは、インドネシアの鉄道雑誌の読
者の集まりで知り合ったという、“鉄ちゃん”こと熱狂的な鉄道
ファン。時間を見つけては情報交換をしたり、珍しい車両の撮影
に出掛けているという。
　一番のお気に入りは、何といっても日本製の車両。「日本で使
われていたころ、マメにメンテナンスしていたおかげで、30年たっ
た今でも故障しない」、「あの独特のデザインがたまらない」。そ
の魅力について語る彼らの目は、きらきらと輝いていた。

インドネシアにも“鉄ちゃん”が！
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広
大
な
大
地
に
真
っ
直
ぐ
に
延
び

る
線
路
の
上
を
、真
っ
青
な
列
車
が
駆

け
抜
け
て
い
く
―
。車
窓
の
向
こ
う
に

は
牧
草
地
が
広
が
り
、
時
折
、
羊
の
群

れ
が
見
え
る
。大
自
然
あ
ふ
れ
る
、
何

と
も
の
ど
か
な
風
景
だ
。こ
こ
は
中
央

ア
ジ
ア
の
国
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
。１
９

９
１
年
に
旧
ソ
連
か
ら
独
立
を
果
た

し
て
19
年
、豊
富
な
天
然
資
源
の
恩
恵

を
受
け
な
が
ら
成
長
を
続
け
て
き
た
。

　

南
部
へ
の
分
岐
点
、ア
ク
ト
ガ
イ
か

ら
南
東
に
延
び
る
線
路
を
南
下
し
て

い
く
と
、視
界
の
先
に
ア
ラ
ク
リ
湖
が

見
え
た
。列
車
は
湖
を
避
け
て
ぐ
る
り

と
迂
回
し
て
進
ん
で
い
く
。「
昔
は
湖

の
す
ぐ
そ
ば
を
線
路
が
通
っ
て
い
て
、

雨
で
冠
水
し
て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く

あ
っ
た
ん
だ
よ
」。乗
客
の
一
人
が
そ

う
教
え
て
く
れ
た
。実
は
、
中
国
国
境

の
町
ド
ル
ジ
バ
に
つ
な
が
る
こ
の
路

線
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
で
整
備
さ
れ

た
も
の
な
の
だ
。

　

今
や
域
内
の
経
済
発
展
の
け
ん
引

役
と
し
て
、重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い

る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
。だ
が
、
こ
こ
ま
で

の
道
の
り
は
平
た
ん
で
は
な
か
っ
た
。

内
陸
国
で
あ
る
同
国
は
、港
湾
を
通
じ

た
輸
出
入
で
は
、隣
国
を〝
陸
路
〞で
通

過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ

こ
で
求
め
ら
れ
た
の
が
、

旧
ソ
連
時
代
に
、

モ
ス
ク
ワ

旧
ソ
連
時
代
の

鉄
道
シ
ス
テ
ム
が
老
朽
化

中
心
に
敷
か
れ
た
鉄
道
網
を
他
の
近

隣
国
へ
の
輸
送
ル
ー
ト
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
。ま
た
、
そ
れ
ま
で
ロ
シ
ア

や
他
の
共
和
国
に
依
存
し
て
い
た
大

規
模
な
客
車
修
理
を
、国
内
で
行
え
る

よ
う
に
体
制
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
独
立
後
、深
刻
な
経
済
不
況

に
直
面
。鉄
道
の
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
充
て
る
資
金
が
十
分
に
な
く
、車

両
も
線
路
も
老
朽
化
が
進
む
一
方
だ

っ
た
。そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
95
年
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
に
対
し
て
初
の
円
借
款

供
与
を
決
定
。国
家
の
最
重
要
課
題
に

〝
鉄
道
の
輸
送
力
強
化
〞
を
掲
げ
る
同

国
政
府
は
、
国
境
付
近
の
路
線
の
整

備
、客
車
修
理
工
場
の
改
修
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
南
部
の
鉄
道
は
、

「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
も
呼
ば
れ
る

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
横
断
鉄
道
の
一
区

間
。し
か
し
、
そ
の
路
線
で
一
つ
の
大

き
な
ネ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。隣
国
の
中
国

で
使
用
し
て
い
る
線
路
の
幅
が
違
う

た
め
、
国
境
を
超
え
る
に
は
、
客
車
は

台
車
を
履
き
替
え
、貨
車
は
貨
物
の
積

み
替
え
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
だ
。し
か
も
、
中
国
国
境
の
ド

ル
ジ
バ
駅
で
は
そ
の
作
業
に
必
要
な

機
材
が
不
足
し
て
お
り
、貨
車
１
両
の

積
み
替
え
に
１
日
以
上
の
時
間
を
費

や
し
て
い
た
。

　

当
時
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
全

体
の
調
整
を
行
っ
て
い
た
社
団
法
人

海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会
の
黒
田
定

明
さ
ん
は
、「
国
内
で
採
れ
る
石
油
や

石
炭
、
鉱
物
、
農
産
物
な
ど
資
源
の
輸

出
、
工
業
製
品
、
加
工
食
品
な
ど
の
輸

入
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め

に
も
、
鉄
道
網
の
整
備
は
必
要
不
可

欠
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、
ド
ル
ジ
バ
駅
の
積
み
替
え
作
業

に
使
用
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
18

台
を
供
与
し
た
ほ
か
、ア
ク
ト
ガ
イ
〜

ド
ル
ジ
バ
間
の
軌
道
の
修
復
と
通
信

設
備
の
近
代
化
、
湖
に
近
接
す
る
軌

道
の
迂
回
路
を
建
設
。さ
ら
に
、
経
済

の
中
心
地
で
あ
っ
た
旧
首
都
ア
ル
マ

テ
ィ
の
客
車
修
理
工
場
を
改
修
し
た
。

工
事
を
請
け
負
っ
た
の
は
日
本
企
業

３
社（
川
崎
製
鉄
株
式
会
社
、
蝶
理
株

式
会
社
、
川
鉄
商
事
株
式
会
社
）か
ら

な
る
共
同
企
業
体
。冬
期
は
マ
イ
ナ
ス

20
度
に
ま
で
な
る
過
酷
な
自
然
環
境

の
中
、
無
事
故
で
４
年
間
の
任
務
を

完
了
し
た
。

　
「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
鉄
に
は
、
旧
ソ

連
時
代
に
ソ
連
国
鉄
か
ら
技
術
指
導

を
受
け
、
技
術
レ
ベ
ル
の
高
い
人
が

多
か
っ
た
。初
め
て
の
円
借
款
と
い

う
こ
と
で
、
手
続
き
な
ど
の
面
で
不

慣
れ
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
予

定
通
り
に
完
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」。２
０
０
１
年
に
は
す
べ
て
の

工
事
が
完
了
、
隣
国
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
開
か
れ
た
の
と
同
時
に
、
自
国
内

で
の
客
車
修
理
能
力
も
向
上
し
た
。

　

開
通
か
ら
も
う
す
ぐ
10
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
昨
年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
事

後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
。主
な
調
査

項
目
は
、
ア
ク
ト
ガ
イ
〜
ド
ル
ジ
バ
間

の
運
行
、
ド
ル
ジ
バ
駅
で
の
貨
物
積
み

替
え
、
ア
ル
マ
テ
ィ
の
客
車
修
理
工
場

の
稼
働
な
ど
円
借
款
で
整
備
さ
れ
た

箇
所
の
状
況
。現
場
に
足
を
運
び
、
国

境
に
つ
な
が
る
路
線
が
効
果
的
に
機

能
し
て
い
る
か
を
調
査
し
た
。

　

調
査
に
参
加
し
た
Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ａ
Ｃ
株

式
会
社
海
外
事
業
部
の
村
山
な
ほ
み

さ
ん
は
、「
自
己
資
金
を
使
っ
て
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
継
続
し
て
お
り
、確
実
に

鉄
道
の
輸
送
力
は
上
が
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。経
済
不
況
の
影
響
で
貨
物
自

体
の
量
が
減
る
こ
と
は
あ
る
が
、５
年

前
と
比
較
し
て
も
、貨
物
列
車
の
運
行

数
は
約
３
倍
、ド
ル
ジ
バ
駅
で
の
貨
物

積
み
替
え
時
間
は
６
分
の
１
に
な
っ

た
。「
改
修
さ
れ
た
客
車
修
理
工
場
で

も
、
独
自
に
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、

常
に
作
業
員
や
技
術
者
の
レ
ベ
ル
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
」と
評
価
す
る
。

　
「
カ
ザ
フ
タ
ン
の
人
た
ち
は
、
鉄
道

が
自
国
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
を
守
る
こ
と
が
、自
分
た
ち
の
使

命
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」

　

広
大
な
大
地
を
走
る
鉄
道
が
、こ
の

国
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
る
。

「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」の

生
命
線
を
つ
な
ぐ

協
力
か
ら
10
年

モ
ノ
の
輸
送
が
活
発
に

日本の約7倍、世界第9位の国土を有するカザフスタン。
内陸国で海路のない同国は、鉄道がヒト・モノの移動手段の要となっている。

日本の支援で整備された鉄道が国の経済発展を担う“輸送力”の強化を支えている。

中国側から届いたパイプライン用
のパイプをクレーンで積み替えて
いる様子。日本の支援を通じて、
国境の駅ドルジバでの積み替え
作業の時間が大幅に短縮された

from KAZAKHSTAN
カ ザ フ ス タン

真っ直ぐに走る線路を貨車が通りすぎて行く。アクトガイ～ド
ルジバ間は貨物列車で約8時間、1週間で170本運行され
ている

アクトガイ

アルマティ

ドルジバ

カザフスタン

アラクリ湖

アスタナ
ロシア

中国

プロジェクトサイト

国境をつなぐ架け橋

古い設備の客車修理工場（左）を近代的な施設（右）に改修。旧ソ連時代の車体も、修理を繰り返しながら、現在も使用さ
れている
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「
今
日
は
橋
を
渡
る
の
に
１
時
間
も

か
か
っ
た
。毎
日
の
通
勤
も
ひ
と
苦
労

な
ん
だ
」

　

古
く
か
ら
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
化
の
境
界
と
な
っ
て
き
た
、ト
ル

コ
の
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
。こ
の
海
峡
に

架
か
る
橋
で
は
、毎
日
た
く
さ
ん
の
車

が
列
を
成
す
。

　

し
か
し
数
年
後
に
は
、こ
の
海
底
に

地
下
鉄
が
開
通
予
定
。「
こ
れ
で
渋
滞

に
悩
ま
さ
れ
な
く
て
す
む
」と
人
々
は

喜
ぶ
。

　

そ
ん
な
市
民
の
期
待
を
背
負
う
の

が
、
現
在
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
を
通

じ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
ト
ル
コ
の
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡

横
断
地
下
鉄
整
備
事
業
」。舞
台
は
同

国
最
大
の
都
市
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
。街

を
二
分
し
て
い
る
海
峡
の
海
底
に
箱

型
の
ト
ン
ネ
ル
を
沈
め
、２
つ
の
大
陸

を
つ
な
ぐ
13
・
６
キ
ロ
の
地
下
鉄
を

建
設
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
「
こ
れ
ま
で
海
峡
を
渡
る
移
動
手
段

は
２
本
の
橋
と
連
絡
船
の
み
。慢
性
的

な
交
通
渋
滞
と
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大

気
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。市
民

は
地
下
鉄
を
今
か
今
か
と
待
ち
望
ん

で
い
る
の
で
す
」と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ト
ル
コ

事
務
所
の
本
間
靖
健
さ
ん
は
話
す
。

　

潮
の
流
れ
が
激
し
い
ボ
ス
ポ
ラ
ス

海
峡
―
。こ
の
高
度
な
技
術
を
要
す
る

工
事
を
リ
ー
ド
す
る
の
は
大
成
建
設

株
式
会
社
だ
。沈
埋
ト
ン
ネ
ル
と
し
て

な
か
な
か
渡
れ
な
い

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡

は
世
界
最
深
、地
下
60
メ
ー
ト
ル
を
記

録
す
る
。「
数
ミ
リ
の
誤
差
も
許
さ
れ

な
い
、極
め
て
繊
細
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
事
業
。大
変
神
経
を
使
う
仕
事
で

す
」
と
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を

担
う
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
の
石
川
唯
志
さ
ん
は
話
す
。

　

２
０
１
３
年
に
開
業
を
控
え
、ト
ル

コ
の
鉄
道
関
係
者
た
ち
が
模
索
し
て

い
る
の
が
、地
下
鉄
を
運
営
・
維
持
管

理
す
る
新
体
制
の
設
立
だ
。そ
こ
で
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、日
本
の
鉄
道
会
社
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
研
修
を
実
施
。開
業
に
向

け
て
検
討
す
べ
き
内
容
、問
題
点
な
ど

を
踏
ま
え
、専
門
家
に
よ
る
講
義
や
日

本
の
鉄
道
視
察
な
ど
を
行
っ
た
。最
後

に
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
、組

織
の
枠
を
越
え
て
情
報
を
共
有
し
、帰

国
後
も
積
極
的
に
議
論
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
だ
。

　
「
止
ま
れ
ー
！
止
ま
れ
ー
！
」

　

10
月
末
、日
本
列
島
が
大
寒
波
に
見

舞
わ
れ
た
福
島
県
白
河
市
―
。木
枯
ら

し
が
吹
く
中
、
踏
切
の
そ
ば
で
、
制
服

姿
の
女
性
が
発
煙
筒
を
手
に
声
を
張

り
上
げ
て
い
る
。ピ
ン
と
張
り
詰
め
る

空
気
に
包
ま
れ
、そ
の
様
子
を
見
守
っ

て
い
る
の
は
ト
ル
コ
か
ら
来
日
し
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
員
。運
輸
省
鉄
道
総

局
、
ト
ル
コ
国
鉄
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

市
、イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
運
輸
株
式
会
社

で
働
く
、ま
さ
に〝
鉄
道
〞の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
た
ち
だ
。

　

新
白
河
駅
か
ら
車
で
約
10
分
、豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
が

所
有
す
る
人
材
育
成
施
設
。運
転
士
、

車
掌
、
駅
社
員
、
検
修
・
保
線
社
員
な

ど
が
専
門
分
野
の
基
礎
を
固
め
る
た

め
に
、数
カ
月
間
み
っ
ち
り
と
研
修
を

受
け
る
。

　

こ
の
日
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、車
掌

の
卵
た
ち
の
実
習
訓
練
。踏
切
に
乗
用

車
が
飛
び
込
み
、列
車
と
接
触
事
故
を

起
こ
し
た
と
い
う
設
定
だ
。二
次
災
害

を
防
ぐ
た
め
、車
掌
は
直
ち
に
対
向
列

車
を
停
止
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

線
路
に
降
り
て
、発
炎
筒
で
非
常
合
図

を
出
す
訓
練
生
た
ち
を
、講
師
が
厳
し

い
眼
差
し
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　
「
緊
急
事
態
に
冷
静
か
つ
的
確
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、身
を
持
っ
て
修
練

す
る
こ
と
が
重
要
。訓
練
で
あ
っ
て
も

一
瞬
の
気
の
緩
み
も
許
さ
れ
ま
せ

ん
」。そ
う
話
す
運
輸
研
修
部
長
の
佐

藤
寿
さ
ん
は
、旧
国
鉄
時
代
か
ら
安
全

管
理
一
筋
。「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
民
営
化

を
経
て
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
努
力
を

続
け
て
き
ま
し
た
。〝
安
全
管
理
〞に
終

わ
り
は
な
い
。経
験
に
学
び
な
が
ら
、

常
に
改
善
を
心
掛
け
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
」と
訴
え
る
。

　

ト
ル
コ
国
鉄
の
ギ
ュ
ル
・
ア
ブ
ド

ゥ
ル
カ
デ
ィ
ル
旅
客
部
長
は「
ト
ル
コ

国
鉄
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
よ
う
な
体

系
的
な
研
修
施
設
が
な
い
。新
地
下
鉄

の
運
営
・
維
持
管
理
に
向
け
て
、ぜ
ひ

職
員
を
派
遣
し
研
修
を
受
け
さ
せ
た

い
」と
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。

　

次
の
日
に
研
修
員
が
訪
れ
た
の
は
、

02
年
に
全
線
開
業
し
た
臨
海
副
都
心

線（
通
称
：
り
ん
か
い
線
）。大
崎
か
ら

大
井
町
を
経
由
し
、お
台
場
や
国
際
展

示
場
な
ど
が
あ
る
「
臨
海
開
発
地
域
」

を
結
ぶ
路
線
だ
。「
り
ん
か
い
線
も
ト

ル
コ
と
同
様
に
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
を
採

用
し
て
い
ま
す
。開
業
に
当
た
り
、
運

営
・
維
持
管
理
を
新
組
織
で
あ
る『
東

京
臨
海
高
速
鉄
道
株
式
会
社
』に
引
き

継
い
だ
点
も
似
て
い
る
。一
か
ら
体
制

を
作
っ
て
い
く
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で

も
ら
え
れ
ば
」と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
東
・
欧

州
部
の
吉
田
理
沙
さ
ん
は
期
待
す
る
。

　

１
９
９
１
年
の
組
織
立
ち
上
げ
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、一
連
の
法
的
手

続
き
や
人
材
の
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、

り
ん
か
い
線
の
職
員
か
ら
詳
し
く
説

明
を
受
け
た
研
修
員
た
ち
。イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
市
鉄
道
網
部
の
エ
イ
ギ
ュ
ン
・

ヤ
ル
チ
ン
課
長
は「
日
本
の
鉄
道
が
こ

こ
ま
で
の
安
全
性
を
維
持
し
て
い
る

の
に
は
、
組
織
を
挙
げ
て
、
綿
密
な
準

備
と
努
力
を
し
て
き
た
か
ら
な
ん
で

す
ね
」と
感
心
し
て
い
た
。

　
「
帰
国
後
は
新
し
い
運
営
・
維
持
管

理
体
制
の
設
立
に
向
け
て
、そ
れ
ぞ
れ

が
検
討
・
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
」。日
本
で
の
研
修

を
経
て
、
異
な
る
組

織
出
身
の
研
修
員
た

ち
は
一
致
団
結
し
、

士
気
を
高
め
て
い
た

よ
う
だ
。

　

ト
ル
コ
の
た
く
さ

ん
の
人
々
の
夢
と
希

望
を
乗
せ
た
、ボ
ス
ポ

ラ
ス
海
峡
の
新
地
下

鉄
。利
用
者
に
安
全
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
、ト
ル
コ
の

〝
鉄
道
人
〞
た
ち
は
立

ち
上
が
っ
た
。

〝
鉄
道
人
〞を
育
て
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
研
修
施
設

り
ん
か
い
線
に
乗
車
し
て

安
全
性
を
実
感

上層と下層で流れの向きが変わるボスポラス海峡でのトンネル工事
は、高度な建設技術が求められる

運転士の訓練用のシミュレーターを
体験。一人一台、さまざまな環境下の
線路での運転をシミュレーションでき
るようになっており、研修員たちは驚
きを見せていた

りんかい線の八潮車両基地で、
車両のメンテナンス方法につい
て説明を受ける研修員たち。技
術職の研修員を中心に、次 と々
質問が投げかけられていた

ボスポラス海峡

マルマラ海

海底ト
ンネル

海底ト
ンネル

海底ト
ンネル

JR東日本総合研修センター
では、施設内に敷設された
実習線を使って訓練を行う

from TURKEY
ト ル コ

円借款支援路線

トルコ

エジプト シリア

ち
ん
ま
い

日本の鉄道に
運営と維持管理を学びたい

アジアとヨーロッパの境界、トルコのボスポラス海峡。
この海底で、日本の支援により地下鉄の建設が進められている。

今、早急に必要とされているのは、新地下鉄の運営・維持管理体制の設立。
10月末、日本の“鉄道人”のノウハウを学ぶためにトルコから研修員が来日した。

特集
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ボスポラス海峡に架かるボスポラス橋。慢性的な交通渋滞に
市民は悩まされている
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「
鉄
道
の
安
全
性
は
、
事
故
の
経
験
を
教
訓

と
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
乗
客
の
命

を
預
か
る
鉄
道
員
と
し
て
、
決
し
て
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
！
」

　

開
始
か
ら
１
時
間
を
過
ぎ
て
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

専
門
家
・
五
十
嵐
英
晴
さ
ん
の
口
調
は
相
変

わ
ら
ず
熱
を
帯
び
た
ま
ま
だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
圏
東
部
の
街
・
ブ
カ
シ
。

同
国
運
輸
省
の
研
修
施
設
で
、
若
手
職
員
約

50
人
が
真
剣
な
表
情
で
五
十
嵐
さ
ん
の
講
義

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

２
０
１
０
年
７
月
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
運

輸
省
鉄
道
総
局
に
配
属
さ
れ
、
安
全
管
理
の

能
力
強
化
に
努
め
て
い
る
五
十
嵐
さ
ん
。
職

員
向
け
の
研
修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
鉄
道
の
運
行
管
理
シ
ス
テ

ム
や
保
安
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
法
整
備
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
悲
劇
を
繰
り
返
す
ま
い
と
、
日
本
に
は
過

去
の
鉄
道
事
故
の
詳
細
を
紹
介
す
る
展
示
施

設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
国
で
も
苦
い
経
験
を

糧
に
、
安
全
性
を
高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

　

五
十
嵐
さ
ん
は
、
蒸
気
機
関
車
が
走
る
国

鉄
石
巻
線
（
宮
城
県
）
の
線
路
沿
い
の
町
で

生
ま
れ
育
っ
た
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
、
鉄
道

の
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
五
十

嵐
さ
ん
。「
東
京
の
水
産
会
社
の
船
に
乗
る
父

親
の
送
迎
に
、
年
に
１
度
、
東
北
本
線
の
長

距
離
特
急
列
車
を
利
用
す
る
の
が
楽
し
み
で

た
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
１
９
８
５
年
、

旧
国
鉄
（
現
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
：

Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
に
就
職
。
以
来
、
車
掌
や
駅

員
と
い
っ
た
現
場
実
習
を
経
験
し
た
後
、
車

両
の
保
守
・
設
計
な
ど
、
技
術
の
最
前
線
で

着
々
と
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。「
初
め
て

自
分
が
設
計
し
た
車
両
が
走
っ
た
時
の
感
動

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」。思
い
出
さ
れ
る
の
は
、

か
つ
て
二
階
建
て
の
通
勤
車
両
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
時
の
こ
と
だ
。

　

そ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
94
〜
96
年
、

タ
イ
国
鉄
の
人
材
育
成
を
目
的
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
実
施
し
た
「
鉄
道
研
修
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
。
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

訓
練
の
導
入
や
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
に

力
を
入
れ
た
ほ
か
、
訓
練
生
を
指
導
す
る
教

官
た
ち
の
指
導
力
向
上
と
意
識
改
革
に
も
取

り
組
ん
だ
。

　

当
初
は
、「
教
官
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
高

く
、
講
義
で
は
メ
モ
す
ら
取
ろ
う
と
し
な
い

者
も
い
た
」
と
五
十
嵐
さ
ん
。
だ
が
、「
恥
か

き（
誤
っ
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
る
）、

メ
モ
書
き
（
一
度
言
わ
れ
た
こ
と
は
忘
れ
な

い
）、
汗
か
き
（
体
で
覚
え
る
）」
と
い
っ
た
、

列
車
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
直
結
す
る
、

鉄
道
マ
ン
と
し
て
の
大
切
な
視
点
を
繰
り
返

し
強
調
し
て
き
た
こ
と
で
、「
自
分
た
ち
が
次

代
の
人
材
を
育
て
る
」
と
の
意
気
込
み
が
教

官
た
ち
の
間
に
徐
々
に
生
ま
れ
て
き
た
。

　

帰
国
し
、
首
都
圏
や
東
北
新
幹
線
の
八
戸

延
伸
事
業
に
伴
う
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構

築
・
改
築
な
ど
に
携
わ
っ
た
後
、
04
年
か
ら

再
び
タ
イ
へ
。
経
営
基
盤
の
整
備
が
必
要
と

さ
れ
て
い
た
タ
イ
国
鉄
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術

顧
問
と
し
て
赴
任
し
た
。

　

着
任
し
て
す
ぐ
、「
タ
イ
国
鉄
に
は
事
業
を

主
体
的
に
運
営
す
る
姿
勢
・
体
質
が
欠
け
て

い
る
と
感
じ
た
」
と
五
十
嵐
さ
ん
。
そ
こ
で
、

民
営
・
分
割
を
選
ん
だ
日
本
の
国
鉄
改
革
の

成
果
や
、
世
界
で
唯
一
政
府
の
補
助
金
な
し

で
都
市
鉄
道
を
運
営
し
て
い
る
日
本
の
鉄
道

事
業
者
の
取
り
組
み
な
ど
を
伝
え
て
き
た
。　

　
「
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
る
鉄
道
事
業
だ
け

で
黒
字
経
営
を
行
う
の
は
難
し
い
の
で
、
日

本
の
鉄
道
事
業
者
は
、
不
動
産
業
、
商
業
施

設
の
運
営
な
ど
の
関
連
事
業
に
よ
っ
て
早
く

か
ら
健
全
経
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
も
本
業
の
安
全
・
安
定
輸
送
が
あ

っ
て
こ
そ
。
こ
う
し
た
経
営
手
法
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
し
た
」

　

ま
た
そ
の
ほ
か
に
も
、
バ
ン
コ
ク
で
建
設

準
備
が
進
ん
で
い
た
、
国
際
空
港
と
都
市
中

心
部
を
最
短
15
分
で
結
ぶ
「
エ
ア
ポ
ー
ト
・

レ
ー
ル
・
リ
ン
ク
」※

の
建
設
に
当
た
っ
て
、

日
本
の
空
港
連
絡
鉄
道
の
経
験
を
も
と
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を
送
っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
専
門
家
と
し
て
の
豊
富
な
経
験
を

持
つ
五
十
嵐
さ
ん
が
、
常
に
心
掛
け
て
い
る

の
が
、「
背
伸
び
せ
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
コ

ツ
コ
ツ
と
始
め
る
」
と
い
う
こ
と
。「
ど
の
国

で
も
、
隣
の
国
に
負
け
た
く
な
い
、
最
新
の

鉄
道
シ
ス
テ
ム
を
手
に
入
れ
た
い
、
と
い
う

衝
動
に
駆
ら
れ
る
も
の
で
す
」
と
五
十
嵐
さ

ん
。「
し
か
し
、
そ
の
た
め
の
基
盤
も
経
験
も

な
い
国
に
い
き
な
り
過
剰
な
技
術
支
援
な
ど

を
行
う
の
は
危
険
で
す
。
鉄
道
事
業
者
が
ま

ず
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
何
よ
り
も
安
全

な
運
行
に
必
要
な
規
則
作
り
、
設
備
の
整
備

と
確
実
な
保
守
・
管
理
、
人
材
育
成
な
ど
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
乗
客
の
安
全
性
・

快
適
性
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　
「
日
本
で
は
、
各
事
業
者
が
個
々
の
実
情
や

規
模
に
合
っ
た
運
行
規
則
を
作
っ
て
安
全
性

を
高
め
、
持
続
可
能
な
経
営
に
取
り
組
ん
で

日
本
的
な
運
営
で

で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

「“恥かき、メモ書き、汗かき”の心を大切にしたい」

鉄
道
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
魅
せ
ら
れ
た

少
年
時
代

JICA専門家
IGARASHI Hideharu

五十嵐英晴 さん
インドネシア・ジャボタベック鉄道
の整備士と談笑する五十嵐さ
ん。メンテナンスの質が車両の
安全性を左右するため、現場で
のヒアリングも欠かせない
（撮影：久野真一）

インドネシア運輸省職員に日本の鉄道運営につい
て講義する（撮影：久野真一）

ゲンバの風
第 21 回

い
ま
す
。
そ
ん
な
日
本
的
な
運
営
手
法
を
ベ

ー
ス
に
、
各
国
の
状
況
に
合
わ
せ
た
形
で
事

業
に
協
力
し
て
い
く
。
そ
れ
も
一
つ
の
日
本

な
ら
で
は
の
貢
献
に
な
り
得
る
で
し
ょ
う
」

　

時
間
が
で
き
る
と
、
五
十
嵐
さ
ん
は
自
分

が
支
援
に
携
わ
る
都
市
や
地
域
の
列
車
に
乗

り
、
人
々
が
ど
ん
な
表
情
で
鉄
道
を
利
用
し

て
い
る
か
見
て
回
る
と
い
う
。「
乗
客
が
何
を

求
め
、
何
に
困
っ
て
い
る
か
、
彼
ら
の
声
に

常
に
敏
感
で
あ
り
た
い
。
実
際
に
乗
ら
な
い

と
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
」。

　

人
々
の
た
め
に

安
全
・
快
適
な
鉄

道
を―

。
優
し
い

そ
の
笑
顔
の
奥
に
、

鉄
道
マ
ン
と
し
て

の
揺
る
ぎ
な
い
信

念
が
垣
間
見
え
た
。

2005年、タイ・バンコクの車両基地で、タイ国鉄の
車両状態を調査する五十嵐さん

2008年、日本鉄道車両輸出組合とベトナム国鉄の共催
で、ベトナム・ハノイで開催された「高速鉄道セミナー」に出
席し、新幹線の持つ技術と優位性について紹介。日本か
ら経済産業省と国土交通省、大手車両・重電メーカーが
出席するなど、まさに官民を上げたオールジャパンでの参
加となった　○c 日本鉄道車両輸出組合 倉澤泰樹

いがらし・ひではる
1961年宮城県出身。1985年、旧国鉄（現東日本旅客鉄道
株式会社：JR東日本）就職。車両の保守・設計、東京圏の運営
管理システム構築、東北新幹線延伸事業に伴う運行管理シス
テムの更新などに従事。2006年より国際部（現国際業務部）
に配属。94～96年「タイ・鉄道研修センタープロジェクト」
JICA専門家。04～06年、JICA個別専門家派遣「タイ国鉄鉄
道技術コンサルタント」。2010年7月より、JICA専門家派遣
「インドネシア・鉄道運営に係る安全性向上プロジェクト」。

※2010年8月に開業。

タイ

インドネシア

日本の鉄道技術の最前線を駆け抜けてきた、JR東日本の五十嵐英晴さん。
“鉄道マン”としての豊富な経験を生かし、
タイやインドネシアで鉄道分野の協力に取り組んでいる。
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都
心
に
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
「
東
京
メ
ト
ロ
」（
正
式
名
称
：
東
京

地
下
鉄
株
式
会
社
）
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
首
都
圏
で
生
活
す
る
人
に
は
欠
か

せ
な
い
交
通
手
段
だ
。
現
在
の
営
業
路
線

は
、
２
０
０
８
年
に
開
通
し
た
副
都
心
線

を
含
め
て
９
本
。
駅
の
数
は
全
線
合
わ
せ

て
１
７
９
駅
。
よ
り
正
確
で
利
便
性
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、Ｊ
Ｒ
や
私
鉄

と
の
相
互
乗
り
入
れ
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

全
線
合
わ
せ
て
一
日
に
６
３
３
万
人
の

乗
客
―
。
言
い
換
え
れ
ば
、
東
京
メ
ト
ロ

は
そ
れ
だ
け
多
く
の
〝
命
〞
を
預
か
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。「
お
客
さ
ま
の
安
全
が

最
優
先
。
推
測
で
は
な
く
確
認
の
上
で
状

況
判
断
し
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
運

行
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
広
報
部
国
際
担

当
部
長
の
木
村
直
人
さ
ん
。〝
安
全
〞
で
あ

り
続
け
る
こ
と
こ
そ
、
彼
ら
の
最
重
要
任

務
な
の
だ
。

　

東
京
メ
ト
ロ
の
創
業
は
大
正
９
年
（
１

９
２
０
年
）。
記
念
す
べ
き
第
１
号
は
、
27

年
に
ア
ジ
ア
最
初
の
地
下
鉄
と
し
て
産
声

を
挙
げ
た
銀
座
線
（
上
野
〜
浅
草
間
）
だ
。

そ
の
後
、
丸
ノ
内
線
や
日
比
谷
線
が
開
通

し
、
64
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

に
路
線
数
が
一
気
に
拡
大
。首
都
圏
の
人
々

の
足
と
な
っ
て
は
や
80
年
―
。
現
在
は
路

線
ご
と
に
色
分
け
さ
れ
た
〝
ラ
イ
ン
カ
ラ

ー
〞
で
お
な
じ
み
の
、
人
々
に
親
し
ま
れ

る
地
下
鉄
と
な
っ
た
。
朝
や
夕
方
の
通
勤

時
間
帯
の
最
短
運
行
間
隔
は
１
分
50
秒

ご
と
に
１
本
。
遅
延
や
待
ち
時
間
の
少
な

い
〝
安
定
〞
し
た
運
行
も
、
そ
の
大
き
な

特
徴
だ
。

　

国
際
協
力
を
開
始
し
た
の
は
、
戦
後
間

も
な
い
50
年
代
の
こ
と
。
以
来
、
ア
ジ
ア
・

中
東
・
中
南
米
各
国
の
鉄
道
関
係
者
を
日

本
に
招
い
て
研
修
を
実
施
。
ま
た
、
社
員

を
専
門
家
と
し
て
現
地
へ
派
遣
し
、
日
々

の
業
務
で
培
わ
れ
て
き
た
、乗
客
が〝
安
心
〞

で
き
る
運
行
ノ
ウ
ハ
ウ
を
開
発
途
上
国
に

伝
え
て
き
た
。「
副
都
心
線
の
開
通
で
首
都

圏
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ほ
ぼ
出
来
上

が
っ
た
今
、
蓄
積
さ
れ
た
経
験
を
海
外
へ

活
用
し
、
サ
ビ
た
技
術
に
し
な
い
こ
と
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
の
で
す
」

と
鉄
道
本
部
鉄
道
統
括
部
の
上
田
正
人
さ

ん
は
話
す
。

　

近
年
の
協
力
の
代
表
例
は
、
経
済
発
展

が
著
し
い
イ
ン
ド
の「
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
」だ
。

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
と
排
気
ガ
ス
に
よ
る

大
気
汚
染
が
深
刻
な
首
都
圏
に
地
下
鉄
を

建
設
す
る
「
デ
リ
ー
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム

建
設
計
画
」
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
円
借
款
を
供

与
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
08
年
、

安
全
運
行
や
車
両
の
維
持
管
理
に
対
す
る

協
力
を
東
京
メ
ト
ロ
が
担
当
し
た
。

　
「
東
京
メ
ト
ロ
建
設
の
最
盛
期（
60
〜
70

年
代
）
と
比
べ
て
も
、
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は

は
る
か
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
路
線
を
延
ば

し
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
整
備
さ
れ
て
い

く
ト
ン
ネ
ル
や
線
路
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
に
、

運
行
管
理
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
が
追
い
付
い

て
い
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
」。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
と
し
て
、
08
年
に
２
度
現
地
入

り
し
た
鉄
道
本
部
運
転
部
の
難
波
芳
雄
さ

ん
は
、
当
時
の
様
子
を
こ
う
振
り
返
る
。

　

最
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
誤
解
も
あ
っ
た
。

ハ
イ
テ
ク
だ
か
ら
事
故
な
ん
て
起
こ
る
は

ず
が
な
い
―
。「
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
の
職
員
は

自
分
た
ち
の
シ
ス
テ
ム
に
自
信
を
持
っ
て

い
ま
し
た
」
と
同
じ
く
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
同
部
の
伊
東
岳
明
さ

ん
。
開
業
し
た
ば
か
り
で
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
の
経
験
が
少
な
く
、
万
一
の
場
合
に
備

え
て
対
処
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
分
か
っ

て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
難
波
さ
ん
と
伊
東
さ
ん
は
、
安

全
・
安
定
運
行
の
基
礎
と
も
い
え
る
、事
故
・

ト
ラ
ブ
ル
を
想
定
し
た
訓
練
を
提
案
。
現

地
に
い
る
間
に
、
爆
破
テ
ロ
に
よ
る
異
常

時
想
定
訓
練
を
行
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
「
最
初
は
現
実
味
の
な
い
訓

練
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
」
と
伊
東
さ

ん
。
車
両
基
地
内
の
広
い
敷
地
で
行
わ
れ

た
訓
練
。
地
下
の
本
線
上
で
は
使
用
が
困

難
な
大
き
な
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ
て
脱
線
車

両
を
戻
し
た
り
、
現
場
到
達
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
は
ず
の
救
助
隊
が
す
ぐ
駆
け
付

け
た
り
と
、
実
際
の
異
常
時
対
応
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
面
が
あ
っ
た
。

　
「
東
京
メ
ト
ロ
の
訓
練
で
も
、
現
実
的
で

な
い
点
は
反
省
し
、
よ
り
実
用
的
に
近
づ

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
デ
リ
ー
メ

ト
ロ
は
経
験
が
少
な
い
分
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
、
訓
練
内
容
の
改
善
に
力
を
入
れ
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
、
そ
う
伝
え
て
き

ま
し
た
」（
伊
東
さ
ん
）

　

自
分
た
ち
と
は
文
化
や
価
値
感
の
違
う

イ
ン
ド
。
日
本
の
経
験
が
そ
の
ま
ま
役
立

て
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、「
訓

練
と
反
省
を
繰
り
返
し
、
顔
と
顔
を
突
き

合
わ
せ
て
何
回
か
話
し
て
い
る
う
ち
に
、

少
し
ず
つ
分
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
う
」と
難
波
さ
ん
は
言
う
。実
際
、

路
線
ご
と
に
ラ
イ
ン
カ
ラ
ー
を
設
け
る
こ

と
や
整
列
乗
車
の
重
要
性
な
ど
、
こ
れ
ま

で
紹
介
し
て
き
た
東
京
メ
ト
ロ
の
取
り
組

み
が
い
つ
の
間
に
か
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
良
い
点
は
ど
ん

ど
ん
ま
ね
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
―
。
そ
ん

な
思
い
で
、
今
は
東
京
か
ら
デ
リ
ー
を
見

守
っ
て
い
る
。

　

安
全
第
一
の
運
行
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る

東
京
メ
ト
ロ
の
〝
魂
〞
は
、デ
リ
ー
メ
ト
ロ
、

そ
し
て
イ
ン
ド
社
会
に
確
実
に
伝
わ
っ
て

い
る
。

東
京
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

デ
リ
ー
に
も
浸
透

東京メトロの指導を受けて整列乗車を実施するようになったデリーメトロ。
「利用者が増え続けている中で、こうしたルールを定着できた意味は大きい」
と難波さん。“並ぶ”文化のなかったインド社会に革命を起こしている
（撮影：久野真一）

東京メトロ（東京地下鉄株式会社）
安全第一の精神を途上国へ

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

首都圏に網の目のように張り巡らされた鉄道ネットワーク。
その中核を担っているのが「東京メトロ」の9路線だ。
80年以上にもわたり東京の都市機能を支えてきた、

“安全・安定運行”の確かなノウハウが、世界へ広がっている。

デリーメトロの路線図（建設中・予定も含む）。2021年まで
に首都圏の鉄道ネットワークを完成させる計画だ（撮影：久
野真一）

清潔に保たれたデ
リーメトロの車内。
ビジネスマンも家族
連れも、皆が安心
して利用できる地
下鉄を目指し、東
京メトロが運行管
理に協力した（撮
影：久野真一）

2008年11月、東京メトロで研修を受けたデリーメトロの職員と伊東さん・難
波さん（左から）。南北線・王子神谷駅の事務室で、駅の防災設備、昇降機、
シャッターなどを遠隔操作する設備を見学

列車の運行計画を図化した「ダイヤグラム」を使って、乱れたダ
イヤを元に戻すための「運転整理」について説明する難波さん
（左）。「将来、運転間隔が短くなった場合に備え、このような手
法を身に付けておくことが不可欠です」

ルーマニア

インドネシア
タイ

インド ベトナムエジプト
メキシコ

イラン 中国

一
日
6
3
3
万
人
の

命
を
預
か
る

異常時想定訓練で負傷者を搬送するデリーメトロの職員。
今後もより実践的な訓練が求められる
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1960年代以降、

鉄道分野の国際協力を

行ってきた日本。その歴史が学べる、

鉄道すごろくの旅へ出かけよう。

『世界の鉄道』
（社）海外鉄道技術
 協力協会 編集

（社）日本地下鉄協会 
 編集

『世界の地下鉄』

これであなたも国際協力・鉄道博士。
もっと知りたい人はこちらを！

うっかり寝過ごし、
1回休み

お年寄りに席を
ゆずる。
1コマ進む

妊婦さんに
席をゆずる。
1コマ進む

列車の通過待ち。
1回休み

運よく特急電車に乗れた。
➡ 2コマ進む。

運よく
特急電車に乗れた。

2コマ進む

予定時刻に
遅れず到着。
1コマ進む

景色がキレイで
途中下車。
1回休み

景色がキレイで
途中下車。
1回休み 乗る電車を

間違えた。
スタートに戻る

うっかり寝過ごし、
1コマ戻る。

円借款で建設され、設計などに日本
のノウハウが多く取り入れられてい
る東南アジア最大規模のデポック車
両基地。その面積は？

①12ヘクタール　②26ヘクタール
③45ヘクタール

➡ 不正解なら1回休み

インドネシア

「高速鉄道」の建設にも増して、今
ベトナムの二大都市で必要性が高
まっているのは？

①都市鉄道　②観光鉄道
③貨物鉄道

➡ 不正解なら2コマ戻る

ベトナム

タイ国鉄の技術顧問として活躍した
JICA専門家が、建設に当たって助言
を送ってきたバンコクの「エアポー
ト・レール・リンク」。さて、都心部と空
港を最短何分で結ぶ？

①15分　②40分　③60分

➡ 不正解ならスタートに戻る

タ イ

交通渋滞の悪化で自動車の乗り入
れが禁止されているメトロマニラ大
都市圏。その対策として日本も支援
した鉄道建設。敷設されたレール幅
は何ミリ？

①1,067ミリ　②1,435ミリ
③1,520ミリ

➡ 正解なら2コマ進む

フィリピン

ヒント 新幹線と同じ世界標準

1980年代、車両（機関車・客車・貨
車）などの老朽化で輸送力が低下し
ていたミャンマー。鉄道が重要な輸
送手段である同国に対し、日本が新
たに供与した車両の数は？

①195両　②295両　③395両

➡ 正解ならトップの人と入れ替え

ミャンマー

ヒント 意外と多い！？

首都ダッカと第二の都市チッタゴン
をつなぐ鉄道の整備。日本が円借款
を供与したこの事業により見込まれ
る、2016年時点の1日の乗降客数は？

①5,440人　②10,800人　
③15,600人

➡ 正解なら1コマ進む

バングラデシュ

ヒント インドネシア・ボゴール線の利用客の
約5分の1

デリーメトロの安全運行に協力した
東京メトロ。「インド社会に革命を起
こした」ともいわれる東京メトロのノ
ウハウとは？

①整列乗車　②ダイヤグラム
③ラインカラー

➡ 不正解ならビリの人と入れ替え

インド

かつては雨になると冠水していた物
流の主要路線。日本の円借款により、
迂回路線が設置された湖の名前は？

①アラクリ湖　②ザイサン湖
③ビクトリア湖

➡ 不正解ならビリの人と入れ替え

カザフスタン

1号線の建設を皮切りにソウル地下
鉄を黎明期から支えた日本の援助。
さて、ソウル地下鉄の開業は何年の
こと？

①1964年　②1974年　③1984年

➡ 正解なら2コマ進む

韓 国

ヒント 東京メトロの創業から約半世紀後 

天安門広場を東西に走る北京市地
下鉄1号線。渋滞緩和のため、日本が
建設に協力した復興門～四恵東間
は何キロ？

①約12キロ　②約22キロ　
③約32キロ

➡ 不正解なら1コマ戻る

中 国

ヒント ボスポラス海峡横断地下鉄の円借款対象
区間とほぼ同じ

ヘンリ･コアンダ国際空港と首都を
結ぶ鉄道建設が日本の支援によりま
もなく始まる。さて、ルーマニアの首
都は？

①ブダペスト　②ソフィア
③ブカレスト

➡ 正解なら3コマ進む

ルーマニア

首都圏南部で増え続ける交通需要
に対応するため、首都チュニス～ボ
ルジュ・セドリア間の通勤線が日本
の支援で電化される。その距離は？

①13キロ　②23キロ　③33キロ

➡ 正解なら3コマ進む

チュニジア

ヒント 東海道線の品川～横浜間とほぼ同じ

街を二分するボスポラス海峡の横
断地下鉄が円借款を通じて建設
中。ここで採用された海底地下トン
ネルの最深部の深さは？

①40メートル　②60メートル
③120メートル

➡ 不正解なら1回休み

トルコ
資源や旅客の輸送力向上を目的に
レールや電化設備などが修復され
たチリ。日本が支援を始めてから10
年で、駅内での脱線事故件数はど
のくらいにまで減った？

①約2分の1　②約3分の1
③約5分の1

➡ 不正解ならスタートに戻る

チ リ

運賃が安く、郊外に暮らす黒人貧困
層の通勤手段として需要が増す鉄
道。これを運行する同国最大の鉄道
会社が管理する駅の数は？

①約150駅　②約250駅　
③約350駅

➡ 正解なら2コマ進む

南アフリカ共和国

ヒント 東京メトロの約2倍

ボーキサイトやカカオなど、主要な
輸出産品を運ぶ西線などを対象に、
機関車や貨車などを供与した日本。
国内3路線のうち、最も古い西線が
開通した年は？

①1903年　②1933年　③1963年

➡ 不正解なら3コマ戻る

ガーナ

ヒント 日本に鉄道が誕生してから約30年後

ヒント 約80％も減った！？

運よく
特急電車に乗れた。

2コマ進む

満員電車で
乗り込めず。
1回休み

予定時刻に
遅れず到着。
4コマ進む

景色がキレイで、
途中下車。
1回休み

うっかり寝過ごし、
3コマ戻る

満員電車で
乗り込めず。
1回休み

乗る電車を間違えた。
1回休み

特集
鉄道物語 ニッポンから世界へ

＞＞答えはP38へ

国際協力鉄道すごろく
特集を読めば
半分以上は分かる！？
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戦後、産官学民の強力なパートナーシップにより、
ばいじんによる大気汚染を乗り越えてきた山口県宇部市。
地域が一体となって取り組む“宇部方式”のノウハウを生かし、

中国貴州省安順市を支援している。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　

ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
な
が
ら
、
ク
レ
ー

ン
で
運
ば
れ
て
い
く
大
量
の
ご
み
。
こ
こ
、

宇
部
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
１
日
約

30
ト
ン
の
ご
み
が
パ
ッ
カ
ー
車
で
集
め
ら
れ

て
く
る
と
い
う
。

　
「
回
収
し
た
ご
み
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か
」

　
「
主
に
再
資
源
化
し
て
い
ま
す
が
、
で
き

な
い
も
の
は
埋
め
立
て
た
り
、
燃
や
せ
る
も

の
は
焼
却
し
た
り
と
、
適
切
な
方
法
で
分
別

処
理
し
ま
す
」

　

幾
重
に
も
重
な
る
ご
み
の
山
を
ガ
ラ
ス
越

し
に
見
な
が
ら
、
熱
心
に
質
問
を
投
げ
掛
け

て
い
る
の
は
、
中
国
貴
州
省
安
順
市
か
ら
来

た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
員
た
ち
。
自
治
体
の
職

員
と
し
て
環
境
対
策

に
携
わ
る
彼
ら
は
、

10
月
中
旬
、〝
宇
部
方

式
〞
で
有
名
な
山
口

県
宇
部
市
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
に
来

日
し
た
。

　
「
市
が
集
め
る
だ
け

で
な
く
、
市
民
も
直

接
資
源
ご
み
を
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
は
い
い
。

こ
の
よ
う
な
施
設
を

見
学
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
環
境
に
対
す

る
意
識
も
高
ま
り
ま

す
ね
」

　

瀬
戸
内
海
の
西
端
、

周
防
灘
に
面
し
た
山
口
県
宇
部
市
。
街
中
を

見
回
す
と
、
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
た
街
路

樹
や
色
鮮
や
か
な
花
だ
ん
、
個
性
豊
か
な
彫

刻
が
目
に
付
く
。〝
緑
と
花
と
彫
刻
の
ま
ち
〞

を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
る
同
市
は
、
半
世
紀
以

上
に
わ
た
り
、
日
本
国
内
で
も
先
立
っ
て
環

境
保
護
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
こ
の
美
し
い
町
は
、
そ
の
昔
、〝
世

界
一
灰
の
降
る
街
〞
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
豊
富
な
石
炭
資
源
の
恩

恵
を
受
け
、
順
調
に
復
興
を
遂
げ
た
同
市
。

だ
が
、
そ
の
負
の
遺
産
と
し
て
残
さ
れ
た
の

が
、〝
ば
い
じ
ん
〞
に
よ
る
公
害
だ
っ
た
。「
地

元
の
産
業
が
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
石
炭

使
用
量
は
増
え
る
。
空
に
は
常
に
ば
い
じ
ん

が
舞
っ
て
い
て
、
洗
濯
物
が
真
っ
黒
に
な
る

ほ
ど
だ
っ
た
」
と
、
宇
部
市
市
民
環
境
部
環

境
政
策
課
の
藤
永
義
昭
課
長
は
話
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
自
分
た
ち
の
街
が
汚
染

さ
れ
て
し
ま
う―

。
そ
こ
で
１
９
４
９
年
、

自
治
体
が
か
じ
を
取
り
「
宇
部
市
降
ば
い
対

策
委
員
会
」（
51
年
「
宇
部
市
ば
い
じ
ん
対

策
委
員
会
」
に
改
称
）
を
設
立
。「
こ
れ
は

地
域
全
体
の
問
題
。
産
官
学
民
が
一
体
と
な

っ
て
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
」。
こ
れ
が

〝
宇
部
方
式
〞
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　

宇
部
方
式
の
特
徴
は
、
徹
底
し
た
〝
情

報
公
開
〞。
山
口
大
学
や
専
門
家
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
定
期
的
に
市
内
の
環
境
汚
染

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
。
包
み
隠
す
こ

と
な
く
、
す
べ
て
を
市
民
に
向
け
て
公
開

し
た
。
大
切
な
の
は
、
地
域
の
人
々
が
問

題
を
〝
認
識
〞
し
〝
行
動
〞
す
る
こ
と
。
産

官
学
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
公
害
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
宇
部
の
街
は
生
ま

れ
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
長
年
の
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
、
97
年
に
は
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
）の「
グ
ロ
ー
バ
ル
５
０
０
賞
」を
受
賞
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
宇
部
の
経
験
を
環
境

問
題
に
苦
し
む
開
発
途
上
国
に
還
元
し
た

い
」
と
い
う
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
98
年
に
は
、
市
内
の
企
業
関
係
者
や

Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り「
宇
部
環
境
国
際
協
力
協
会
」

を
設
立
。
環
境
分
野
の
国
際
協
力
を
推
進
し

て
い
る
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
２
０
０
２
〜

04
年
度
の
J
I
C
A
個
別
研
修
「
環
境
保
全

コ
ー
ス
」。
さ
ら
に
05
〜
07
年
度
に
は
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て

「
環
境
保
全
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
」
を

実
施
。
友
好
都
市
で
あ
る
中
国
山
東
省
威
海

市
の
環
境
保
護
局
職
員
な
ど
を
招
き
、
地
元

企
業
の
視
察
な
ど
を
通
じ
て
〝
宇
部
方
式
〞

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
き
た
。

　

さ
ら
に
09
年
度
か
ら
は
、
貴
州
省
安
順
市

に
対
し
て
新
た
な
草
の
根
技
術
協
力
事
業

「
安
順
市
に
お
け
る
環
境
保
全
管
理
研
修
」

を
開
始
し
た
。
貴
州
省
は
中
国
で
最
も
貧
し

い
地
域
の
一
つ
。
そ
の
中
で
も
、
安
順
市
は

近
年
急
速
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
が
、

同
時
に
環
境
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

宇
部
環
境
国
際
協
力
協
会
理
事
長
の
浮
田
正

夫
山
口
大
学
名
誉
教
授
は
「
安
順
市
は
石
炭

産
業
が
盛
ん
で
、
宇
部
市
と
産
業
構
造
が
似

て
い
る
点
が
あ
る
。
宇
部
方
式
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
す
れ
ば
、
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る

は
ず
だ
」
と
話
す
。

　

こ
の
日
、
海
岸
沿
い
の
東
見
初
埋
立
地
を

訪
れ
た
貴
州
省
環
境
保
護
庁
の
孫
好
之
さ
ん

は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
の
難
し
い
産
業
廃
棄
物

を
、
適
切
に
管
理
さ
れ
た
埋
立
地
の
材
料
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
企
業
活
動
と
環
境

保
護
が
両
立
で
き
る
ん
で
す
ね
」
と
強
い
関

心
を
示
し
て
い
た
。
安
順
市
環
境
保
護
局
の

張
静
曄
さ
ん
も
「
産
官
学
民
連
携
の
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
、
普
及
で
き
て
い
な

い
。
地
域
の
人
が
協
働
で
取
り
組
め
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
き
た
い
」
と
意
気

込
む
。

　
「
産
官
学
民
の
信
頼
関
係
は
、
宇
部
市
が

長
年
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
。

安
順
市
で
も
自
分
た
ち
に
合
っ
た
〝
宇
部
方

式
〞
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
、
宇
部
環
境

国
際
協
力
協
会
の
丹
羽
孝
純
事
務
局
長
は
期

待
す
る
。

　

産
官
学
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
ま

ち
づ
く
り
。
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
は
ぐ
く

ま
れ
た
〝
宇
部
方
式
〞
の
理
念
と
精
神
が
、

海
を
越
え
て
、途
上
国
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

産
官
学
民
の
連
携
で

公
害
被
害
か
ら
脱
却

市
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
途
上
国
へ
還
元

面積287.7平方キロ、人口17万
5,000人。山口県西部の周防灘に
面し、温暖な気候に恵まれている。大
手総合化学メーカー宇部興産株式
会社の本拠地でもあり、沿岸部を中
心に同社の工場が立ち並ぶ。戦後
の公害被害を、産官学民による“宇
部方式”により克服。その功績が認
められ1997年に国連環境計画の
「グローバル500賞」を受賞してい
る。環境分野の国際協力も盛ん。

山口県宇部市

18“ 宇 部 方 式“宇部方式 ”で  地 域 の 環 境地域の環境 を守ろう

市内の企業の産業廃棄物は、
その多くが東見初埋立地に集
められている

宇部市リサイクルプラザでごみ
の再資源化のプロセスを学ぶ

宇部興産株式会社の宇部セメント工場。ごみ
焼却灰、下水汚泥などのリサイクルについて
学んだ

市内の下水処理施設「東部浄化センター」を視察する研修員たち。「市民に快適な暮らしを提供するために下水処理は必要不可
欠です」と同センターの岡昌宏さん（中央）

1950年代に“灰の降る街”と称され
た宇部市は、産官学民の連携による
対策を講じ、きれいな空を取り戻した

2000年代 1950年代

山口県

宇部市

ひ
が
し
み
ぞ
め

［ 山　口　県 ］

宇  部  市

December 2010                         2223                         December 2010



　
「H

ow
 m

uch is this TV
?

」（
こ
の

テ
レ
ビ
は
い
く
ら
で
す
か
？
）

　
「
…
…
…
」

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
ら
れ
た
テ
レ
ビ
を
手

に
、フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修

員
が
英
語
で
尋
ね
る
と
、思
わ
ず
顔
を
見

合
わ
せ
る
子
ど
も
た
ち
―
。

　

10
月
下
旬
、東
京
都
江
東
区
立
第
六
砂

町
小
学
校
の
体
育
館
で
は
、一
風
変
わ
っ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
授
業
が
行
わ
れ

て
い
た
。
参
加
す
る
の
は
４
年
生
の
児
童

42
人
。レ
ス
ト
ラ
ン
、美
容
室
、電
気
屋
さ

ん
、お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
な
ど
が
並
ぶ
体
育

館
は
、ま
る
で
一
つ
の
街
の
よ
う
だ
。各
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、店
員
に
扮
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、車
い
す
利
用
者
、視
覚
障
が
い
者
、聴

覚
障
が
い
者
、高
齢
者
な
ど
に
接
客
し
て

い
る
。そ
の
中
に
は
、日
本
語
が
話
せ
な
い

４
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
の
姿
も
あ
っ

た
。

　

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、言
葉
や

文
化
、年
齢
な
ど
が
違
っ
て
も
、誰
も
が
不

自
由
な
く
快
適
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を

―
。こ
の「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」と
い

う
考
え
方
は
、近
年
、公
共
施
設
の
整
備

な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

車
い
す
利
用
者
な
ど
も
使
え
る
多
機
能
ト

イ
レ
、車
い
す
利
用
者
や
子
ど
も
向
け
の

低
い
位
置
に
も
飲
み
口
を
取
り
付
け
た
水

飲
み
場
、普
通
よ
り
広
め
の
障
が
い
者
用

第21 回

地球号の
子どもたち

の
駐
車
場
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
。

ま
た
、歩
道
に
よ
く
あ
る
黄
色
い「
視
覚
障

が
い
者
用
の
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
」の
上
に
自
転

車
を
放
置
し
な
い
こ
と
や
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
は
車
い
す
利
用
者
や
高
齢
者
を
優
先
す

る
こ
と
な
ど
、マ
ナ
ー
や
心
掛
け
の
面
で

も
、そ
の
理
念
が
通
じ
る
も
の
は
多
い
。

　

こ
の
日
、第
六
砂
町
小
で
行
わ
れ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
は
、子
ど
も
た
ち
に

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
実
施

す
る「
地
方
に
お
け
る
障
が
い
者
の
た
め
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
関
係
者
が
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

推
進
に
積
極
的
な
江
東
区
を
視
察
す
る

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に〝
外
国
人
の
お
客
さ
ん
〞役
で
参
加
す
る

こ
と
に
。ど
う
す
れ
ば
誰
も
が
不
自
由
な

く
利
用
で
き
る
店
を
作
れ
る
か
―
。い
ろ

い
ろ
な
特
徴
を
持
つ
お
客
さ
ん
へ
の
接
客

を
通
し
て
、42
人
の
児
童
た
ち
が
考
え
た
。

　
「
こ
ん
な
少
し
の
段
差
で
も
、車
い
す
の

人
は
通
れ
な
い
ん
だ
…
」「
耳
が
聞
こ
え

な
い
人
の
た
め
に
、メ

モ
用
紙
を
持
っ
て
お

く
べ
き
な
ん
じ
ゃ
な

い
？
」「
お
年
寄
り
は

目
が
見
え
に
く
い
の

で
、
値
札
は
大
き
く

書
か
な
い
と
ね
」

　

お
客
さ
ん
が
訪
れ

る
た
び
に
、子
ど
も
た

ち
は
店
内
の
不
便
な

点
や
改
善
点
を
発
見

し
、
対
応
策
を
話
し

合
う
。

　

そ
ん
な
中
、特
に
考

え
込
ん
だ
の
が
、〝
外

国
人
役
〞の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

研
修
員
が
店
を
訪
れ

た
と
き
の
こ
と
。「
何

を
欲
し
が
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
…
」「
〝
お
釣

り
〞っ
て
ど
う
言
う
の
？
」。
初
め
は
接
客

に
と
ま
ど
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
。だ
が
次

第
に
、ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
片
言
の
英
語
を
駆

使
し
た
り
、紙
に
絵
を
書
い
て
み
た
り
し

て
、少
し
ず
つ
意
志
の
疎
通
を
図
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
美
容
室
で
は
、「
シ
ャ
ン
プ

ー
」「
カ
ッ
ト
」な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
身
ぶ
り

手
ぶ
り
で
一
生
懸
命
説
明
す
る
姿
に
、研

修
員
も
感
激
し
た
様
子
。片
言
の
会
話
か

ら「
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
髪
を
切
る
間
に
手
足

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
し
て
く
れ
る
」こ
と
が
分

か
っ
た
と
き
に
は
、子
ど
も
た
ち
の
間
か
ら

驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
・
運
営
し
た
江

東
区
都
市
整
備
部
の
堀
江
敏
郎
さ
ん
は
、

「
言
葉
や
習
慣
の
違
い
で
日
々
の
生
活
に

不
便
を
感
じ
る
外
国
人
の
対
応
も
、ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
欠
か
せ
な
い
視
点
で

す
。
子
ど
も
た
ち
も
実
感
で
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
」と
話
す
。「
外
国
人
の
た
め
に
、き

ち
ん
と
し
た
英
語
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
っ
た
方

が
い
い
ね
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

　

一
方
、こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
修
員
も
多
く
を
学
ん
だ
よ
う
だ
。

彼
女
た
ち
は
、母
国
で
障
が
い
者
に
優
し
い

街
づ
く
り
を
目
指
す
行
政
官
。フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
普
及
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、障
が
い
者
の
社
会
参

加
に
つ
い
て
は
た
く
さ
ん
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
。

　
「
他
者
へ
の
思
い
や
り
と
配
慮
を
根
付

か
せ
る
に
は
、次
世
代
へ
の
教
育
が
何
よ
り

重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」と
言
う
の
は
デ

ル
フ
ィ
ナ
・
バ
キ
ー
ル
さ
ん
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
指
揮
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
鷺
谷
大

輔
さ
ん
も
、「
子
ど
も
た
ち
の
経
験
は
、自

然
と
家
族
や
地
域
へ
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
こ
う
し
た
試
み
を
通
じ

て
人
々
の
意
識
が
変
わ
り
、障
が
い
者
を
は

じ
め
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
が
参
加
し

や
す
い
社
会
環
境
に
な
れ
ば
」と
話
す
。

　
「
僕
た
ち
で
も
工
夫
す
れ
ば
、言
葉
の

異
な
る
人
や
障
が
い
の
あ
る
人
の
力
に
な

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」

　

お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
の
店
員
に
扮
し
た
男

子
児
童
が
、最
後
に
誇
ら
し
げ
に
話
し
て

く
れ
た
。
誰
に
で
も
優
し
く
快
適
な
街
づ

く
り
は
、き
っ
と
、そ
ん
な
一
人
一
人
の
小

さ
な
気
付
き
と
行
動
の
積
み
重
ね
か
ら
始

ま
る
の
だ
ろ
う
。

「
ど
う
す
れ
ば
み
ん
な
が
利
用
し

や
す
い
お
店
を
作
れ
る
だ
ろ
う
」

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
届
け
た
い

誰
に
で
も
優
し
い
街
づ
く
り

レストランでは、“外国人客”相手に子どもたちがメニュー
の説明に一苦労

ワークショップ終了後、“お客さん”役の地域住民と区の職員に感想を発表す
る男子児童。日ごろから江東区のユニバーサルデザイン推進に協力し、さまざ
まな提言を行っている障がい者の人たちも参加してくれた

ユニバーサルデザインの推進に積極的
に取り組む江東区では、2010年3月、障
がいがある地域住民などと協力してハンド
ブックを作成。区内43の小学校に通う児
童約2万人に配布された

車いす使用者の一人として、長年ユニ
バーサルデザインの普及に力を注ぐ、
建築家で東洋大学教授の川内美彦さ
んがワークショップに参加。川内さん
は、2010年2月にJICA専門家としてフ
ィリピンも訪れている

電気屋さんで、“外国人客”のJICA研修員の要望を聞く、店員役の男の子。
片言の英語で、一生懸命値段を伝えていた

にぎわうワークショップの様子

“店員さん”に扮して
  ユニバーサルデザインを体験！

誰でも不自由なく安心して暮らせるよう、施設や製品などを設計する「ユニバーサルデザイン」という考え方。
これを体験するためのワークショップが、東京都江東区立第六砂町小学校で開かれた。
さまざまなショップの店員に扮した4年生の前に現れたのは…。
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ス
タ
ジ
ア
ム
で

研
修
員
が
ダ
ン
ス
！

　

気
持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
と
な
っ
た
今
年
９

月
、
西
ア
フ
リ
カ
の
伝
統
的
な
太
鼓
「
ジ
ャ

ン
ベ
」
の
力
強
い
リ
ズ
ム
が
響
き
渡
る
。
こ

こ
は
、Ｊ
リ
ー
グ
「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
」

の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
、「
広
島
ビ
ッ
グ
ア

ー
チ
」。Ｊ
リ
ー
グ
公
式
戦
が
開
催
さ
れ
る
こ

の
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
試
合
開
始
前
の
イ

ベ
ン
ト
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
て
い
た
。
ア

フ
リ
カ
の
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
陽
気
に
踊

っ
て
い
る
の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
の
研
修
に

参
加
し
て
い
る
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
研

修
員
た
ち
。
チ
ー
ム
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
サ
ン

チ
ェ
」
が
ダ
ン
ス
の
輪
に
加
わ
る
と
、
研
修

員
の
間
か
ら
一
斉
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　
「
市
民
一
人
一
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
で
き
る
国
際
協
力
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」。

そ
ん
な
願
い
と
と
も
に
、
今
年
７
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト 

見
過
ご
せ
な
い
―
55
億
人
」※
。
全

国
の
国
際
協
力
の
ア
ク
タ
ー
と
連
携
し
、
世

界
の
問
題
や
途
上
国
支
援
の
現
状
を
ウ
ェ
ブ

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
発
信
す
る
市
民

参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
一
般
の
個
人
や

企
業
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
自
治
体
な
ど
の
団
体
、
国

際
協
力
に
関
心
の
あ
る
著
名
人
ら
が
数
多
く

賛
同
し
、
協
力
者
と
し
て
広
く
情
報
を
発
信

し
な
が
ら
、
国
際
協
力
へ
の
理
解
と
関
心
の

輪
を
社
会
に
広
げ
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ま
た
一

つ
心
強
い
仲
間
が
加
わ
っ
た
。
そ
れ
が
、Ｊ

リ
ー
グ
を
代
表
す
る
チ
ー
ム
と
し
て
、
今
年

初
め
て
国
際
大
会
「
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

ズ
リ
ー
グ
」
に
出
場
し
た
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
。「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島 

な
ん
と
か

し
な
き
ゃ
！
宣
言
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た

こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
チ
ー
ム
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
の
を
記
念
し
て
行
わ
れ

た
も
の
だ
。

　
「
プ
ロ
と
し
て
常
に
勝
利
を
目
指
す
の
は

当
然
で
す
が
、
一
方
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と

だ
け
を
考
え
て
い
れ
ば
よ
い
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
株
式
会
社
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
事
業
本
部
の
佐
々
木
温
さ
ん
。「
子

ど
も
た
ち
の
『
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室
』

な
ど
、
私
た
ち
は
普
段
か
ら
地
域
社
会
へ
の

貢
献
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
初
め

て
ア
ジ
ア
を
舞
台
に
戦
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
後
、
チ
ー
ム
と
し
て
よ
り
大
き
な
世
界
に

も
目
を
向
け
て
い
け
た
ら
と
考
え
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
」。

「
僕
は
広
島
生
ま
れ
の
広
島
育
ち
、
広
島

の
街
が
大
好
き
で
す
」

場
内
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
サ
ポ
ー
タ
ー
に
語

り
掛
け
た
の
は
、
日
本
代
表
で
も
あ
る
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
槙
野
智
章
選
手
。「
65

年
前
、
広
島
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
、
多

く
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
世
界
に
は
今

も
戦
争
に
苦
し
ん
で
い
る
人
々
や
子
ど
も
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
僕
が
プ
ロ
選
手
と

し
て
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
め
る
の
も
、
平
和

が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
」。
普
段
は

陽
気
な
人
柄
で
人
気
の
槙
野
選
手
だ
が
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
そ
の
真
剣
な
表
情
に
、

ス
タ
ン
ド
の
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
も
じ
っ
と
聞

き
入
っ
て
い
る
。

「
国
際
協
力
っ
て
何
か
特
別
な
こ
と
を
し

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て
訳
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
あ
な
た
に
で
き
る
国
際
協
力
を
見

つ
け
ま
し
ょ
う
！
」。
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
、
ス
タ
ジ
ア
ム
中
に
響
き
渡
っ
た
。

一
方
ス
タ
ジ
ア
ム
の
外
で
は
、
食
べ
物
や

応
援
グ
ッ
ズ
な
ど
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
と

並
ん
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
が
ブ
ー
ス
を
出
展
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
布
な
ど
を
丸
め
た
手
作
り
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
見
て
、「
こ
う
い
う
ボ
ー

ル
し
か
手
に
入
ら
な
い
国
も
あ
る
ん
だ
…
」

と
子
ど
も
た
ち
も
驚
い
た
様
子
。
ま
た
、
楽

し
み
な
が
ら
途
上
国
の
現
状
を
学
ぶ
「
キ
ッ

ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
＆
ク
イ
ズ
」の
コ
ー
ナ
ー
や
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
写
真
な
ど

も
展
示
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
。

「
平
和
都
市
・
広
島
を
代
表
す
る
チ
ー
ム

と
し
て
海
外
で
戦
う
こ
と
が
で
き
、
大
き
な

誇
り
を
感
じ
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
チ
ー

ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
日
本
代
表
フ
ォ

ワ
ー
ド
・
佐
藤
寿
人
選
手
。「
貧
富
の
差
は

関
係
な
く
ボ
ー
ル
一
つ
で
誰
で
も
始
め
ら
れ

る
サ
ッ
カ
ー
は
、
多
く
の
人
々
を
幸
せ
に
で

き
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
に
応
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
僕
た
ち
選

手
と
チ
ー
ム
が
、『
世
界
の
こ
と
を
考
え
よ

う
』
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
で
、
き
っ

と
大
き
な
力
が
生
ま
れ
る
と
思
う
。
そ
の
た

め
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
」。

今
後
も
、
ピ
ッ
チ
で
選
手
た
ち
が
見
せ
る

熱
い
プ
レ
ー
は
、「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の

多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
心
に
刻
ま
れ
て
い
く

に
違
い
な
い
。

平
和
都
市

広
島
の
代
表
と
し
て

※実行委員会は、JICA、NPO法人国際協力NGOセンター（JANIC）、国連開発計画（UNDP）。
URL ： http://nantokashinakya.jp/

試合前のイベントで披露された、ＪＩＣＡ研修員と広島出身の青年海外協力
隊ＯＢ／ＯＧによるアフリカンダンス。ここ広島にも海外から多くの研修員が
来ていること、そして国際協力の経験者がたくさんいることを知ってもらう良
い機会となった

多くの人々でにぎわったJICA中国のブース。「スタジアムに
はサポーターがたくさん詰め掛けます。こうした“場”を生かすこ
とで、人々が世界の現状に目を向けるようになってくれれば」
と佐々木さんは話す

以前、日本代表の合宿で南アフリカ共和国を訪れた際、現地の
子どもたちとサッカーを楽しんだという佐藤寿人選手。「一緒にボ
ールを蹴っているだけで、言葉の違いや貧富の差、心の壁があっ
という間に取り払われてしまうんです」

国
際
協
力
の
輪
を
広
げ
て
い
く

「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
、

心
強
い
仲
間
が
加
わ
っ
た
。

Ｊ
リ
ー
グ
の「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
」だ
。

ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、

平
和
都
市
・
広
島
を
代
表
し
、

プ
レ
ー
を
通
し
て
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
る
。

ゆ
た
か

大型スクリーンでは、
槙野選手の力強い
メッセージが流された

サ
ン
フ
レッ
チェ
広
島
と

な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
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J
I
C
A
経
済
基
盤
開
発
部
の
小

泉
幸
弘
さ
ん
は
、交
通
イ
ン
フ
ラ
分

野
の
協
力
で
豊
富
な
経
験
を
持
つ
。

目
指
す
の
は
、百
年
先
を
見
据
え
た

イ
ン
フ
ラ
協
力
だ
。

通
は
い
か
に
人
々
の
暮
ら
し
を
便
利

に
で
き
る
か
」。
そ
れ
が
、
私
が
学
生

時
代
に
研
究
し
て
い
た
テ
ー
マ
で
す
。
専
攻

は「
交
通
計
画
」。
休
み
中
に
各
国
を
旅
行
し
、

環
境
問
題
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
、
中

国
や
メ
キ
シ
コ
と
い
っ
た
開
発
途
上
国
の
交

通
の
状
況
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
卒
業

後
は
、
こ
れ
か
ら
国
づ
く
り
、
地
域
開
発
に
取

り
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
る
国
や
地
域
、
ま
た
、

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
都
市
へ
の
人
口
集

中
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
途
上
国
で

交
通
計
画
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

に
就
職
し
ま
し
た
。

　

入
構
以
来
、
私
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
最
も
深
く

か
か
わ
っ
て
き
た
の
が
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
分
野

へ
の
支
援
で
す
。
社
会
開
発
調
査
部
（
現
・
経

済
基
盤
開
発
部
）
で
は
、
マ
ニ
ラ
や
プ
ノ
ン
ペ

ン
と
い
っ
た
都
市
で
都
市
交
通
計
画
の
策
定

調
査
を
担
当
し
ま
し
た
。
マ
ニ
ラ
で
は
精
緻

な
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
に
基
づ
く
総
合
都
市

交
通
計
画
を
提
案
。
ま
た
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
市
内
に
バ
ス
を
走

ら
せ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
提
案
内
容
が
、
施

策
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
の
は

う
れ
し
い
も
の
で
す
。
マ
ニ
ラ
Ｌ
Ｒ
Ｔ（
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
）
の
路
線
拡
大
や
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の

道
路
整
備
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
の
も
、
そ

の
一
つ
で
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
で
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン

と
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
結
ぶ
「
ア
ジ
ア

ハ
イ
ウ
ェ
イ
１
号
」
の
整
備
も
担
当
し
ま
し

た
。
メ
コ
ン
地
域
を
東
西
に
結
ぶ
大
型
事
業

で
す
。
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
な
れ
ば
、

当
然
、
賛
否
両
論
が
出
て
き
ま
す
が
、
地
元

住
民
の
方
々
や
利
害
関
係
者
と
の
意
見
調
整

に
臨
む
と
き
に
、
私
が
い
つ
も
胸
に
手
を
当

て
て
考
え
て
い
た
の
は
、「『
こ
の
道
路
は
百

年
先
の
こ
と
を
考
え
て
も
、
絶
対
に
必
要
だ
』

と
、
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
か
ど
う
か
」
と
い

う
こ
と
。「
人
々
の
た
め
に
な
る
」
と
確
信
を

持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
あ
の
と
き
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
主
に
鉄
道
や
港
湾
を
中
心
と
し

た
途
上
国
の
運
輸
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
担
当
す
る
案

件
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
一
般
職
員
の
業
務
に

対
し
、
課
長
と
し
て
、
こ
の
分
野
へ
の
協
力
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
、
個
々
の
案
件

を
よ
り
大
き
な
構
図
の
中
で
と
ら
え
、
ど
う

い
っ
た
方
向
性
で
イ
ン
フ
ラ
支
援
を
進
め
る

の
が
最
適
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
常
に
対
外
的
に
発
信

し
て
い
く
よ
う
、
努
め
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
よ
る
と
、
２
０
１
０

〜
20
年
の
域
内
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
需
要
は
約

８
兆
ド
ル
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に

も
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
鉄
道
分
野

で
は
、
最
近
の
各
国

の
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
関
心
の
高
ま
り
を

背
景
に
、
出
張
先
な

ど
で
日
本
の
鉄
道

に
つ
い
て
説
明
を
求

め
ら
れ
る
場
面
も
増

え
て
い
ま
す
。
都
市

へ
の
人
口
集
中
が
続

く
途
上
国
に
と
っ
て
、
東
京
と
い
う
巨
大
な

都
市
圏
で
緻
密
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
出
し
て
き
た
日
本
の
知
見
は
、
と
て
も
魅

力
的
な
は
ず
。
そ
し
て
、
車
両
や
設
備
の
投

入
に
と
ど
ま
ら
ず
、
運
転
・
保
守
・
管
理
な
ど

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
、
丁
寧
に
技

術
移
転
を
行
っ
て
き
た
日
本
の
支
援
の
経
験

は
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
時
代
の
土
木
技
術
者
で
、
パ
ナ
マ
運

河
建
設
に
も
従
事
し
た
青
山
士
技
師
は
、
次

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。「
私
は
こ
の
世
を
、

私
が
生
ま
れ
て
き
た
と
き
よ
り
も
、
よ
り
良

く
し
て
残
し
た
い
」。
こ
の
言
葉
を
同
じ
土
木

技
術
者
と
し
て
心
に
刻
み
、「
百
年
先
に
も
つ

な
が
る
よ
う
な
協
力
」
を
、
よ
り
多
く
の
国
々

に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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JICA経済基盤開発部
運輸交通・情報通信グループ
運輸交通・情報通信第一課

課長

小泉 幸弘
KOIZUMI Yukihiro

大学院卒業後、1993年に
JICAに就職。無償資金協
力調査部、運輸省第二港
湾建設局出向、社会開発
調査部（いずれも当時）、カ
ンボジア事務所、アジア第
一部を経て、2009年5月よ
り現職。

交

鉄道分野の今後の協力の可能性を探るため、ミャンマーを訪問（右から2人目）。機関車修理工場で
は、技術水準や要員体制、検修設備、予算などを確認した

ミャンマーでイギリス植民地時代の車両と
ともに（右から2人目）

「
百
年
先
に
つ
な
が
る
」支
援
が
し
た
い

「

せ
い
ち

ち
み
つ

あ
き
ら
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10
月
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
か

れ
た「
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締

約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）」は
30
日
、

「
名
古
屋
議
定
書
」の
採
択
を
も
っ
て

閉
会
し
ま
し
た
。議
定
書
に
は
、植
物

や
微
生
物
の
遺
伝
資
源
の
利
益
を
、

原
産
国
に
も
公
平
に
配
分
す
る
こ
と

な
ど
が
定
め
ら
れ
た
ほ
か
、全
参
加
国

は
２
０
１
０
年
以
降
の
世
界
目
標「
愛

知
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」に
合
意
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
26
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
生
物

多
様
性
条
約（
C
B
D
）事
務
局
と
の

共
催
で
、「
開
発
協
力
に
お
け
る
生
物

多
様
性
に
関
す
る
名
古
屋
ハ
イ
レ
ベ
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
。70
の
国
際
機

関
や
各
国
の
援
助
機
関
の
代
表
者
が

集
結
し
ま
し
た
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、生
物
多
様
性
保
全
を
開
発
協
力

に
主
流
化
さ
せ
る
た
め
の「
開
発
協
力

に
お
け
る
名
古
屋
宣
言
」が
採
択
。

「
生
物
多
様
性
の
国
家
戦
略
の
重
要

性
を
高
め
、活
用
す
る
こ
と
」「
先
住

民
や
現
地
の
人
々
に
対
す
る
配
慮
や

伝
統
的
な
暮
ら
し
に
敬
意
を
示
す
こ

01

と
」「
環
境
に
配
慮
し
た
政
策
決
定
が

必
要
で
あ
る
こ
と
」な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、２
つ
の
サ

イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。25

日
に
行
わ
れ
た「
ア
フ
リ
カ
に
学
ぶ
自

然
と
の
共
生
」で
は
、各
国
か
ら
約
80

人
の
関
係
者
が
参
加
。エ
チ
オ
ピ
ア
・

オ
ロ
ミ
ア
州
森
林
公
社
の
ギ
ル
マ・ア
メ

ン
テ
総
裁
が
、生
態
系
や
環
境
に
配
慮

し
た
コ
ー
ヒ
ー
生
産
に
よ
り
農
家
の
収

入
を
向
上
さ
せ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
に

つ
い
て
発
表
。
生
物
多
様
性
保
全
と

経
済
成
長
の
両
立
の
可
能
性
を
示
し

ま
し
た
。ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
、ア
フ
リ
カ

で
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
え
て
い

く
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

27
日
に
は「
貧
困
削
減
と
生
物
多

様
性
」を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

基
調
講
演
を
行
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
政
府

科
学
顧
問（
元
国
連
大
学
高
等
研
究

所
長
）の
ザ
ク
リ
・ア
ブ
ド
ゥ
ル・ハ
ミ
ド

博
士
は
、生
物
多
様
性
を
経
済
的
に

評
価
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
。

「
生
物
多
様
性
の
保
全
活
動
に
経
済

的
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
で
貧
困
削

減
は
実
現
で
き
る
」と
話
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、中
南
米

の
国
際
機
関
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
そ
れ
ぞ

れ
が
、生
物
多
様
性
の
保
全
活
動
に
つ

い
て
報
告
。そ
の
後
、多
く
の
参
加
者

か
ら「
生
物
多
様
性
保
全
の
カ
ギ
は
、

地
元
住
民
に
経
済
的
な
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
」と
い
う
声
が
上
が
る
中

で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、国
際
機
関
や
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ
る
課
題
解
決

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

10
月
16
・
17
日
に
福
岡
県
北
九
州

市
で「
北
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

２
０
１
０
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。約

10
万
人
が
足
を
運
ん
だ
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、環
境
問
題
に
取
り
組
む
市
民
団

体
や
企
業
な
ど
が
、自
分
た
ち
の
活

動
内
容
を
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
も
の
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
ブ
ー
ス

を
出
展
し
、途
上
国
の
森
林
保
全
や

大
気
汚
染
対
策
な
ど
を
来
場
者
に
伝

え
ま
し
た
。

　

ま
た
23
・
24
日
に
は
、中
部
地
域
最

大
の
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト「
ワ
ー
ル
ド
・

コ
ラ
ボ
・フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」が
愛
知

県
名
古
屋
市
で
開
か
れ
、約
９
万
人

が
来
場
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
生
物
多
様
性

保
全
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
の
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト
で

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
や
青
年
海
外
協
力

隊
Ｏ
Ｂ
・
O
G
が
協
力
し
て「
な
ん
と

か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
ア
ピ

ー
ル
。ワ
ー
ル
ド
・コ
ラ
ボ
・フ
ェ
ス
タ
の

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
著
名
人
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
タ
レ
ン

ト
の
原
田
さ
と
み
さ
ん
や
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
空
木
マ
イ
カ
さ
ん
ら

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

COP10で、生物多様性と経済成長を考えるイベント開催

02

ハイレベルフォーラムで「民間企業やNGOとさらなる
連携を図っていきたい」と話した大島賢三・JICA副理
事長（中央）

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」のサ
ポーター登録を行う来場者

「なんとかしなきゃ！ プロジェクト」をアピール

　

11
月
１
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
実
施
す
る「
地
方
に
お
け
る
障
が

い
者
の
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
形

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、「
国
際
ユ
ニ
ヴ
ァ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
協
議
会（
Ｉ
Ａ
Ｕ
Ｄ
）

ア
ウ
ォ
ー
ド
２
０
１
０
」の「
大
賞
」に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、障
が
い
、年
齢
、人
種
な

ど
に
関
係
な
く
、誰
も
が
快
適
に
利

用
で
き
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

設
計
す
る〝
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
Ｕ
Ｄ
）〞の
普
及
・
拡
大
に
貢
献
し
た

活
動
を
表
す
る
も
の
。Ｕ
Ｄ
と
い
う
考

え
方
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
こ
と
が
Ｕ
Ｄ
を
広
め
る
上

で
の
第
一
歩
だ
と
し
て
評
価
さ
れ
、受

賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

国
際
Ｕ
Ｄ
会
議
の
会
場（
静
岡
県

浜
松
市
）で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者

６
人
が
出
席
。
国
家
障
が
い
者
協
議

会
の
ミ
エ
ラ
・
セ
デ
ニ
オ
さ
ん
は
、「
こ

の
賞
の
受
賞
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係

者
の
さ
ら
な
る
協
力
が
期
待
さ
れ
る
。

今
後
も
自
信
を
持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

03JICAのプロジェクトが「IAUDアウォード2010」大賞を受賞

栄えある大賞に選ばれ、賞状を受け
取るフィリピンのプロジェクト関係者
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『デザート・フラワー』
13歳で家を飛び出したどり着いた先のロンドンで、メイド、路上生活者、
バーガー店の掃除婦…と厳しい生活を送ってきたソマリア出身のワリス・
ディリー。ある日偶然、有名カメラマンに見いだされ、トップモデルとして成
功するも、友人マリリンとの共同生活で自分の身体がほかの女性と違うこ
とを知る。それは3歳の時に母国で受けたFGM（女性性器切除）の傷跡
だった―。華やかな職業に
ありながら、FGMがもたらす
障がいを初めて公に語った
ディリー。国連特別大使と
してその廃止を訴える彼女
の、波乱に満ちた半生を描
いた作品。（文＝高倍宣義）

M  OVIE

写真展 「ルワンダ ジェノサイドから生まれて」
1994年、わずか100日間で80万人以上が命を落としたルワンダのジェノサ
イド（集団虐殺）。女性への性的暴力は、およそ2万人の子どもを誕生させる
こととなった。肉体的・精神的にトラウマを抱えながらもわが子を育てるたくま
しい母たちの姿を、写真家のジョナサン・トーゴヴニクが3年間かけて撮影。
その写真展が京都と東京で開催される。

E  VENT

December 2010                         30

この本を
3人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

B  OOK

『国際貢献の教科書  世界を救う7人の日本人』
アフガニスタンで命を守る、ウガンダでコメを作る、ニジェー
ルで学校教育を改善する―。さまざまな課題を抱える開発
途上国で、今多くの日本人が奮闘中だ。本書は、6人のプ
ロフェッショナルの“世界を救う”姿に、ジャーナリストの池
上彰さんが迫った一冊。途上国支援の最前線で活躍する
彼らの仕事を紹介しながら、
国際協力が援助する側・され
る側に何をもたらすかを分か
りやすく解説し、「国際貢献」
の意義を明らかにしていく。
“世界を救う”7人目は、緒方
貞子JICA理事長。池上さん
との対談を通じて、国際協力
を実践する上での大切なポ
イントが導き出されている。

池上彰 編・著
日経BP社
1,470円（税込）

B  OOK

『アフリカから学ぶ』
アフリカといえば「紛争」「貧困」「疫病」といった“負”のイ
メージを思い浮かべる人がまだまだ多いかもしれない。しか
し、それだけでこの広大な大陸を語ることはできない。本書
では、JICAやNGOなどで支援に携わってきた筆者たちが、
歴史、経済、政治、文化など、さまざまな視点からアフリカを
紹介。各国が抱える課題や
原因の解説とともに、過酷な
環境の中でも生き生きと暮ら
す人々の姿を伝えている。各
章の後のコラムでは、宗教、
芸術、スポーツほか、身近なト
ピックから私たちの知らない
現地の様子を教えてくれる。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

峯陽一・武内進一・笹岡雄一 編
有斐閣
2,415円（税込）

2009年／ドイツ・オーストリア・フランス/127分
監督・脚本 ： シェリー・ホーマン
製作 ： ピーター・ヘルマン
原作・監修 ： ワリス・ディリー
公開 ： 12月25日（土）より新宿武蔵野館（東京）ほか全国順次公開
URL ： www.espace-sarou.co.jp/desert

●京都
会期 ： 12月19日（日）まで　10時半～18時半
会場 ： 京都造形芸術大学「ギャルリ・オーブ」（京都府京都市）
問 ： ギャルリ・オーブ
TEL ： 075-791-9122
URL ： aube.kyoto-art.ac.jp/

●東京
会期 ： 2011年1月19日（水）～2月1日（火）　10時半～18時半
会場 ： 銀座ニコンサロン（東京都中央区）
問 ： 銀座ニコンサロン
TEL ： 03-5537-1469
URL ： www.nikon-image.com/activity/salon/

○c Desert Flower Filmproductions GmbH



自
然
神
を
鎮
め
る
祭
り

Nepal
［ネパール］
文＝小倉清子（ジャーナリスト）
写真＝渋谷敦志（フォトジャーナリスト）

ブーメ祭で“ノコバンゲ・ナーツ”を踊るタバン村の女性たち

地球ギャラリー vol.27



A.集落トゥーロガウンの広場の中心に立てた松の木の周りに、老若男女が輪を作って踊る
B.祝福の「ティカ」をお互いの額につけるマガール人女性。マガール人はネパール人口の
約7％だが、ロルパ郡では約半数を占める
C.祭りの日を祝って牛を屠る。ヒンズー教徒が多いネパールでは、聖なる牛である牛の肉は
食されないが、ロルパのマガール人は昔から牛を食べる習慣がある

村のダマイが太鼓と笛で演奏する

AB

C

　

毎
年
６
月
半
ば
、
雨
期
が
本
格
的
に

な
る
直
前
に
、
西
ネ
パ
ー
ル
の
山
岳
地
帯

に
あ
る
ロ
ル
パ
郡
タ
バ
ン
村
の
人
た
ち
は

「
ブ
ー
メ
祭
」
を
祝
う
。
畑
の
作
物
や
村

人
に
被
害
を
及
ぼ
す
雹
や
雷
、
土
砂
崩

れ
な
ど
の
自
然
災
害
を
引
き
起
こ
す
、

目
に
見
え
な
い
神
の
力
を
鎮
め
る
た
め

に
、
こ
の
村
に
住
む
マ
ガ
ー
ル
人
が
何

百
年
も
の
昔
か
ら
行
っ
て
き
た
祭
り
で

あ
る
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
か
つ
て
村

人
た
ち
は
、
村
の
最
長
老
を
人
身
御
供

と
し
て
神
に
捧
げ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の

習
慣
は
次
第
に
変
化
し
、
集
落
の
は
ず

れ
に
あ
る
木
の
下
で
、
人
間
の
代
わ
り
に

ヤ
ギ
を
殺
し
て
捧
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

タ
バ
ン
の
村
人
に
と
っ
て
、
ブ
ー
メ
祭
最

大
の
楽
し
み
は
〝
ノ
コ
バ
ン
ゲ
・
ナ
ー
ツ
〞

と
い
う
名
の
踊
り
で
あ
る
。祭
り
の
初
日
、

聖
な
る
ジ
ャ
ル
ジ
ャ
ラ
山
か
ら
運
ば
れ

た
松
の
木
が
、村
の
広
場
に
立
て
ら
れ
る
。

こ
の
木
の
周
り
に
男
女
が
別
々
に
列
を
作

り
、
幼
子
か
ら
老
人
ま
で
、〝
ア
グ
ワ
〞

と
呼
ば
れ
る
踊
り
の
名
手
を
先
頭
に
し

て
、
村
の
ダ
マ
イ
（
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
最
低

位
カ
ー
ス
ト
で
あ
る
ダ
リ
ッ
ト
に
属
す
る

人
た
ち
）
が
奏
で
る
単
調
な
リ
ズ
ム
の
音

楽
に
合
わ
せ
て
ひ
た
す
ら
舞
い
続
け
る
の

で
あ
る
。
踊
り
は
５
日
間
か
ら
、
時
に
は

７
日
間
も
続
く
。

“ノコバンゲ・ナーツ”には9パターンある。“ノコバンゲ”はタバンの村人が踊りを習った隣村の地名に由来し、“ナーツ”はネパール語で踊りを意味する

D.モンゴル系のマガール人の子ども。帽子には伝統的
な銀の飾りが付いている
E.ジャルジャラ山の頂上にあった松の木を、祭りが開催
される広場まで運ぶ。村人たちは手をつなぎ、歌を歌い
ながら後を追う

D

E

ひ
ょ
う



F.タバン村の集落トゥーロガウンにある共同水くみ場。集落に
は家が密集し、石畳の路地が入り組んでいて迷路のよう
G.タバン村にある学校。大半の生徒はマガール人。ネパール
語や算数、地理などを学ぶ

H.バレーボールが子どもたちの間で人気。村では学
校同士の対抗試合も行われる
I.ロルパ郡北東の山深い盆地にタバン村の中心集
落トゥーロガウンがある
J.「ドコ」と呼ばれる竹籠。背負って野菜や果物、水、
たき木などを運ぶほか、急病人を乗せることもある

地球ギャラリー vol.27
　

ブ
ー
メ
祭
は
タ
バ
ン
村
の
人
た
ち
に
と
っ

て
最
大
の
伝
統
行
事
で
あ
る
。
10
年
間

に
及
ん
だ
マ
オ
イ
ス
ト
（
ネ
パ
ー
ル
共
産

党
毛
沢
東
主
義
派
）
に
よ
る
〝
人
民
戦

争
〞
の
間
も
、
村
人
は
ず
っ
と
、
こ
の
祭

り
を
守
り
続
け
て
き
た
。

　

２
０
０
６
年
に
紛
争
が
終
わ
り
和
平
プ

ロ
セ
ス
に
入
る
ま
で
、
タ
バ
ン
村
は
〝
マ
オ

イ
ス
ト
の
首
都
〞
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
１

９
５
０
年
代
半
ば
、
山
奥
深
く
に
あ
る

こ
の
村
を
一
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
が
訪
ね

た
こ
と
が
、
村
の
運
命
を
変
え
た
の
だ
。

そ
れ
ま
で
政
党
や
政
治
と
ま
っ
た
く
か
か

わ
り
が
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
境
に
国
家

に
抵
抗
す
る
村
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
村
人
は
政
府
に
よ
る
弾
圧
の
対

象
と
な
っ
た
。
そ
し
て
96
年
に
マ
オ
イ
ス

ト
が
反
政
府
武
装
闘
争
を
始
め
る
と
、

タ
バ
ン
は
マ
オ
イ
ス
ト
へ
の
支
持
基
盤
が

最
も
強
い
村
と
し
て
彼
ら
の
活
動
の
拠
点

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

人
民
戦
争
は
、
ブ
ー
メ
祭
の
様
式
に
も

変
化
を
も
た
ら
し
た
。
武
装
闘
争
を
開

始
し
て
ま
も
な
く
、
ヤ
ギ
を
捧
げ
て
自

然
神
を
鎮
め
る
こ
と
が
〝
迷
信
〞
で
あ

る
と
し
て
、
こ
れ
を
止
め
る
こ
と
を
決
め

た
。
さ
ら
に
、
祭
り
が
始
ま
る
数
日
前

か
ら
、
近
く
の
川
原
に
若
い
男
女
が
泊

ま
っ
て
踊
り
を
練
習
す
る
習
慣
も
「
不

謹
慎
だ
」
と
し
て
禁
止
し
た
。

　

そ
れ
で
も
ブ
ー
メ
祭
は
マ
ガ
ー
ル
人
の

文
化
で
あ
る
と
し
て
、
保
護
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
祭
り
は
、
す
で
に
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
･
伝
統
を
失
っ
た
タ
バ
ン

村
の
マ
ガ
ー
ル
人
に
と
っ
て
、
残
り
少
な

い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
な
の
で
あ
る
。

トウモロコシ畑を手入れする母の脇で遊ぶ子どもたち

F

G

つり橋を渡るタバン村の人々。住民の大半はマガール人でカーム語を話す。ほかにインド・アーリア系のダリットも住む

H

I

J



首都 ： カトマンズ
面積 ： 14.7万ｋ㎡（北海道の約1.8倍）
人口 ： 2,933万人（2009年）
公用語 ： ネパール語
宗教 ： ヒンズー教徒81%、仏教徒11％、イスラム教徒4％ ほか 
1人当たり国民総所得（GNI）： 440ドル（2009年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、バンコク、デリー、香港経由などが一般的。
通貨 ： ネパール・ルピー（NPR）　1NPR＝約1円 （2010年11月現在）
気候 ： 標高差が約70ｍから8,000mと大きく、気候は地域により異なる。北部の
ヒマラヤ山岳地帯では冬に氷点下30度、亜熱帯性気候の南部では夏に40度に
達することも。6～9月が雨期、10～5月が乾期。

Nepal
ネパール

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

「新しい国づくり」の
後押しを
王制が廃止され、連邦民主共和国へ移行を宣言し
たネパール。JICAは、民主化・平和構築、インフラ
整備、地方の貧困削減の分野で、新しい国づくり
に向けて動き出した同国を支援している。

　民主化をめぐり、政府と反政府勢力
の間で内戦が続いたネパールは、
2008年、240年近くに及んだ王制が
廃止され、連邦制への移行を宣言し
た。紛争を繰り返さない民主的な国づ
くりを―。その第一歩として現在、新憲
法により政治体制の整備が進められて
いる。しかし現状は、制定プロセスを担
う制憲議会議員が選出されたのみ。新
しい国の方向性をめぐって政党間の対
立が激化し、憲法制定プロセスは硬直
状態だ。そこでJICAは、新生ネパール
の将来のビジョンづくりをサポートする
ため、日本・ネパール・ベトナムの3カ国
で対話セミナーを開催。各政党の議員
たちが、アジアの経済発展を参考に、経
済政策について話し合う場を設けた。
　またJICAは、国づくりの基礎となる
基本法の制定にも協力。民法の草案

を作成するネパールに対し、法曹など
の専門家が日本の経験を踏まえてアド
バイスを行っている。さらに、国民が民
主化プロセスに参加できるよう、情報を
公正に公開するメディア体制の強化
に対する支援も開始した。
　一方で、国民が新しい国づくりに向
けた動きを人々が実感するためには、
輸送サービスを向上させ、国全体の経
済力アップにつながるインフラ整備が
重要な課題だ。この解決に向けて
JICAが実施しているのが、無償資金
協力による「シンズリ道路」の建設（全
長158キロ）。生活物資の多くをインド
からの陸路輸送に依存している中、首
都カトマンズへつながる既存の道路は
西へ大きく迂回する山道。幅が狭く、雨
期には土砂災害なども頻発している。
シンズリ道路が一部開通したことで、輸

送時間は短縮、コストも削減。また、農
作物の主要な産地のタライ平野を経
由するルートでもあるため、農作物を新
鮮なまま市場へ運べるようになるなど、
沿線に暮らす人々は、道路の便利さを
実感している。
　さらに、安定的な発展を目指す上で
不可欠なのが、貧富の格差是正。地
方に多い貧困層の生活水準の向上
は、とりわけ重要だ。JICAは、農業・農
村開発を通じた生計向上や、教育・保
健サービスの改善を通じて、この課題
に取り組んでいる。例えば、近年ネパー
ルで話題の日本産のナシや柿、ニジマ
ス。これらはJICAの協力で生産性を伸
ばし、地方の農民の収入向上に貢献し
たもの。また、就学率を上げるため、学
校運営の改善計画づくりに向けた協
力も続けている。

日本でのセミナーに出席し
たネパールの議員。アジア
諸国の例を参考に、ネパ
ールの開発と成長につい
てじっくりと話し合った

豆スープとご飯の定食
「ダル・バート」

ネパール料理

地球ギャラリー
Vol.27

　

ネ
パ
ー
ル
の
食
事
は
、朝
と
夜
の
１
日
２
食

が
基
本
。ほ
ぼ
毎
日
食
卓
に
並
ぶ
の
が「
ダ
ル・

バ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
定
食
だ
。「
ダ
ル
」は

豆
、「
バ
ー
ト
」は
ご
飯
の
意
味
。い
わ
ば
日
本

人
に
と
っ
て
の〝
ご
飯
と
み
そ
汁
〞。こ
れ
に
野

菜
や
肉
類
な
ど
数
種
類
の
タ
ル
カ
リ（
カ
レ
ー
）

と
漬
物
の
ア
ツ
ァ
ー
ル
が
添
え
ら
れ
る
。

　

ネ
パ
ー
ル
料
理
の
味
付
け
に
欠
か
せ
な
い
の

が
ス
パ
イ
ス
。辛
さ
は
控
え
め
に
し
、香
り
を

楽
し
む
の
が
こ
の
国
流
だ
。家
庭
に
よ
っ
て
使

う
ス
パ
イ
ス
が
異
な
る
の
で
、ダ
ル
ス
ー
プ
も
タ

ル
カ
リ
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
。お
コ
メ
の

代
わ
り
に
、チ
ャ
パ
テ
ィ
や
そ
ば
が
き
も
よ
く

食
べ
ら
れ
る
。

　

東
京
・
恵
比
寿
に
店
を
構
え
る
ネ
パ
ー
ル

家
庭
料
理
店「
ソ
ル
テ
ィ
ー
モ
ー
ド
」で
は
、地

元
カ
ト
マ
ン
ズ
の
味
が
楽
し
め
る
。「
タ
ル
カ
リ

に
は
野
菜
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、と
て

も
ヘ
ル
シ
ー
。ま
た
、ス
パ
イ
ス
に
は
体
を
温
め

る
効
果
も
あ
り
ま
す
」と
店
長
の
マ
ダ
ン
さ

ん
。冬
の
寒
さ
が
深
ま
る
こ
の
時
期
に
ぴ
っ
た

り
の
一
品
だ
。

〈
野
菜
の
タ
ル
カ
リ
〉

【
材
料（
4
人
前
）】

タ
マ
ネ
ギ
１
個
／
ジ
ャ
ガ
イ
モ
２
個
／
ニ
ン
ニ
ク
・

シ
ョ
ウ
ガ
ペ
ー
ス
ト
各
小
さ
じ
１（
A
）／
タ
ー
メ
リ

ッ
ク
・
ク
ミ
ン・
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
・コ
リ
ア
ン
ダ
ー
各
小

さ
じ
１（
B
）／
お
好
み
の
野
菜
適
量
／
ト
マ
ト
１

個
／
塩
適
量

【
作
り
方
】

１
．薄
切
り
に
し
た
タ
マ
ネ
ギ
を
キ
ツ
ネ
色
に
な
る

ま
で
い
た
め
、Ａ
と
Ｂ
を
入
れ
る
。

２
．ト
マ
ト
以
外
を
一
口
サ
イ
ズ
に
切
り
、一
緒
に
い

た
め
る
。

３
．細
か
く
切
っ
た
ト
マ
ト
を
加
え
、具
が
柔
ら
か

く
な
る
ま
で
十
分
に
い
た
め
る
。塩
で
味
を
整

え
た
ら
完
成
。

〈
ダ
ル
ス
ー
プ
〉

【
材
料（
4
人
前
）】

レ
ン
ズ
豆
１
カ
ッ
プ
／
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
・
シ
ョ
ウ
ガ
ペ

ー
ス
ト
各
大
さ
じ
２
分
の
１（
C
）／
ニ
ン
ニ
ク
一
片

／
水
・
塩
適
量

【
作
り
方
】

１
．レ
ン
ズ
豆
を
水
に
浸
し
、水
分
が
ほ
と
ん
ど
な

く
な
る
ま
で
約
１
時
間
煮
込
む
。

２
．別
の
鍋
で
ス
ラ
イ
ス
し
た
ニ
ン
ニ
ク
を
少
々
い
た

め
た
後
、１
を
入
れ
る
。

３
．Ｃ
と
水（
浸
る
く
ら
い
）を
加
え
、と
ろ
と
ろ
に

な
る
ま
で
煮
込
む
。塩
で
味
を
整
え
完
成
。

in ネパール

チトワン国立公園

エベレスト
ロルパ郡

カトマンズ

ネパール
中国

インド

ソルティーモード
〒150-0021 東京都渋谷区
恵比寿西2-8-9 代官山宝ビル5F
TEL ： 03-3462-4331
11時45分～14時（平日のみ）
18時～24時（L.O.）　
定休日 ： 月曜日

学校の改善計画を考えるワークショップに参加
する地域住民の女性グループ。地域の現状と
問題点を書き出していく

一部開通したシンズリ
道路。周辺住民から
は、「村まで救急車が
来るようになって安
心」という声も

▲
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プレゼント付き

1
2

高い経済成長を続ける新興国ドナーとJICAの連携を
特集します。

3

韓国   ② 1974年

中国   ① 約12キロ

フィリピン  ② 1,435ミリ

インドネシア  ② 26ヘクタール

ベトナム  ① 都市鉄道

タイ   ① 15分

ミャンマー  ③ 395両

バングラデシュ 　　　③ 15,600人

インド   ① 整列乗車

カザフスタン  ① アラクリ湖

ルーマニア  ③ ブカレスト

トルコ   ② 60メートル

チュニジア  ② 23キロ

ガーナ   ① 1903年

南アフリカ共和国 ③ 約350駅

チリ   ③ 約5分の1
＞＞問題はP20
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フィリピン
マニラ

　フィリピンの首都マニラ郊外のパヤ
タス地区―。ここに、国内最大といわ
れるごみ処理場がある。住民たちにと
って“ごみ山”は生活の糧。リサイクル
できるモノを探し出しては換金し、日々
の収入を得ている。しかし、安定した
収入源でない故に、大半の人が貧困ラ
イン以下の生活を送る。ごみ山から出
る汚染物質による健康被害も深刻だ。
　そんなパヤタス地区の住民たちと協
働で、保健・医療サービスの改善、生
計向上を目指して活動しているのが認
定NPO法人アジア日本相互交流センタ
ー（ICAN）。女性を中心に住民組織を
設立し、保健教育や栄養改善、裁縫技
術などの指導を行う。

　そんな彼らの活動を知り、ICANの
活動拠点・名古屋に本社を構える株式
会社SPPがアクションを起こした。フィ
リピンの自社工場でビニール製の横断
幕を製作している同社。「横断幕の切
れ端や不良品などをリサイクルして、女
性たちと一緒に何か作れないだろう
か」とICANに相談を持ち掛けた。
　そこで生まれたのが“エコバッグ”。
2児の母親ジョアナさんは、ミシンを使
って、一つ一つ丁寧に縫い上げながら、
「子どもを育てながら、収入を得られる
のがうれしい」と話す。
　“エコ”で環境にも優しいこのバッグ
を手に取ると、フィリピンのお母さんた
ちのぬくもりが伝わってくるようだ。

ごみ山の女性たちを守るエコバッグ

M
O

N
O

-GATARI FROM JI
C

A
, s 

W
o

rld
 

P
H

I L
I P P I N E S

DECEMBER

2010. NO.26

Vol.26  フィリピン

©Yuki Asada

エコバッグ作りに励む
女性。硬質ビニール
生地を縫えるよう、
JICAの草の根技術
協力事業を通じて電
動ミシンが導入された

★エコバッグとクマのキーホルダーをセットで1人の方に
プレゼント！ 詳細は38ページへ→

問：認定NPO法人アジア日本相互交流センター
TEL：052-908-9314

デニムの生地を使ってクマ
のキーホルダーも制作
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ヴォーカリスト  鈴木 重子
心に平和を感じてほしい

4Vol.

PROFILE
静岡県出身。東京大学法学部卒業。大学時代か
ら本格的にボサノヴァ、ジャズヴォーカルを学び、
1995年にメジャーデビュー。ニューヨークのBlue 
Noteで、日本人歌手として初のライブ公演を行
う。社会貢献活動にも熱心に取り組み、自ら発起
人となって「Breath for Peace～平和への息づ
かい～」を開始。紛争地で生まれた歌を集めて発
信している。「なんとかしなきゃ！プロジェクト」著名
人メンバー。

SUZUKI Shigeko

　大学時代は、弁護士を目指して司
法試験の勉強をしていました。今では
考えられませんが、当時は勉強して勝
ち続けることでしか、人生をサバイバ
ルしていけないと思っていたんです。
　でも勉強を続けるうちに、何だか変
だと思うようになりました。ただ偉くな
ることだけを目指す人生が、果たして
幸せなんだろうか―。それから「生き
る」ということの本当の意味を考えるよ
うになりました。
　私は自分の問いへの答えを“歌”を
通して表現することを選びました。“歌
う”ということは、心を開いて聴く人と
“つながる”こと。それに気付いてか
ら、今も地球の裏側で苦しみ、悲しん
でいる人たちの存在を、同じ“人”とし
て見過ごせなくなりました。音楽は音
と音の調和から生まれるもの。世界の
平和も同じで、人と人との調和から始
まるのではないかという思いがありま
した。

　現代の日本社会に生きる私たちは、
物質的にはとても豊かで恵まれていま
す。でも、心の一番奥にあるもの、人と
してのつながりの確かさや温かさとい
ったものに、飢えているような気がして
なりません。今、助けを必要としている
声に耳を傾け、手を差し伸べること
は、彼らのためだけではない。私たち
自身の「命の尊さ」を、再び思い起こ
すことにつながると思うのです。
　私は昨年、「Breath for Peace～
平和への息づかい～」というプロジェ
クトを立ち上げました。世界中の紛争
地で生まれた平和の歌を集めて、多く
の方々に聴いていただくための活動
です。きっかけは、友人の日本人ジャ
ーナリストが、コソボを取材した時に作
った歌。一つの川を隔てて分断されて
しまった国の現状を淡 と々表現してい
るのですが、JICA地球ひろばのライ
ブで、歌い終わった後に、長い深い夢
から覚めたような、とても不思議な気

持ちになりました。まるで自分がその
歌の生まれた場所にいたような・・・。た
くさんの方々から「心を動かされた。自
分自身が平和のために何ができるか
を考えました」といった感想をいただき
ました。音楽は平和のための大きな力
になりうると信じ、これからも歌い続け
ていきます。
　今の私の夢は、実際に紛争のあっ
た国に行き、その土地の人たちと一緒
に歌うこと。彼らの喜びや悲しみ、肌の
ぬくもりなどを五感で感じ、それをまた
音楽で表現していきたい。世界中の
人々が平和を“呼吸できる”ように、歌
を通してお手伝いができればと願って
います。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

● 
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